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第 ３ 回 大 山 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第２日） 

平成２１年３月４日（水曜日）        

                                        

議 事 日 程 

                           平成２１年３月 ４日 午前９時３０分 開議  

 

1 開議宣告  

日程第   1  平成 20 年陳情第 30 号の件名及び字句の訂正の申出について  

日程第   2  議案第  11 号  大山町開拓専用水道施設整備基金条例の制定について  

日程第   3  議案第  12 号  大山町職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条

例の制定について  

日程第   4 議案第  13 号  大山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について   

日程第   5 議案第  14 号  大山町手数料条例の一部を改正する条例について  

日程第   6 議案第  15 号  大山町国民健康保険直営診療所条例の一部を改正する条例

について  

日程第   7  議案第  16 号  大山町介護保険条例の一部を改正する条例について  

日程第   8 議案第  17 号  大山町母子福祉小口貸付条例の一部を改正する条例について  

日程第   9 議案第  18 号  大山町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について  

日程第  10 議案第  19 号  大山町道路､普通河川等管理条例の一部を改正する条例につ

いて  

日程第  11 議案第  20 号  大山町町営住宅条例の一部を改正する条例について  

日程第  12 議案第  21 号  大山町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例について  

日程第  13 議案第  22 号  大山町水道事業の設置及び給水に関する条例の一部を改正す

る条例について  

日程第  14 議案第  23 号  公の施設の指定管理者の指定について（大山町福祉センター

なかやま及び大山町保健福祉センターだいせん）   

日程第  15 議案第  24 号  公の施設の指定管理者の指定について（大山町観光交流セン

ター）   

日程第  16 議案第  27 号  町道名和インター線の認定について  

日程第  17  議案第  28 号  平成 21 年度大山町一般会計予算  

日程第  18  議案第  29 号  平成 21 年度大山町土地取得特別会計予算  

日程第  19  議案第  30 号  平成 21 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算  

日程第  20  議案第  31 号  平成 21 年度大山町開拓専用水道特別会計予算  

日程第  21  議案第  32 号  平成 21 年度大山町地域休養施設特別会計予算  
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日程第  22  議案第  33 号  平成 21 年度大山町老人居室整備資金及び障害者住宅整備資

金貸付事業特別会計予算  

日程第  23  議案第  34 号  平成 21 年度大山町簡易水道事業特別会計予算  

日程第  24  議案第  35 号  平成 21 年度大山町国民健康保険特別会計予算  

日程第  25  議案第  36 号  平成 21 年度大山町国民健康保険診療所特別会計予算  

日程第  26  議案第  37 号  平成 21 年度大山町後期高齢者医療特別会計予算  

日程第  27  議案第  38 号  平成 21 年度大山町老人保健特別会計予算  

日程第  28  議案第  39 号  平成 21 年度大山町介護保険特別会計予算  

日程第  29  議案第  40 号  平成 21 年度大山町介護保険事業特別会計予算  

日程第  30  議案第  41 号  平成 21 年度大山町農業集落排水事業特別会計予算  

日程第  31  議案第  42 号  平成 21 年度大山町公共下水道事業特別会計予算  

日程第  32  議案第  43 号  平成 21 年度大山町風力発電事業特別会計予算  

日程第  33  議案第  44 号  平成 21 年度大山町温泉事業特別会計予算  

日程第  34  議案第  45 号  平成 21 年度大山町宅地造成事業特別会計予算  

日程第  35  議案第  46 号  平成 21 年度大山町情報通信事業特別会計予算  

日程第  36  議案第  47 号  平成 21 年度大山町水道事業会計予算  

日程第  37  議案第  48 号  平成 21 年度大山町索道事業会計予算  

日程第  38  特別委員会の設置及び付託  

日程第  39  特別委員会委員長及び副委員長の互選結果の報告                                              

────────────────・───・─────────────────  

本日の会議に付した事件 

1 開議宣告  

日程第   1  平成 20 年陳情第 30 号の件名及び字句の訂正の申出について  

日程第   2  議案第  11 号  大山町開拓専用水道施設整備基金条例の制定について  

日程第   3  議案第  12 号  大山町職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条

例の制定について  

日程第   4 議案第  13 号  大山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について   

日程第   5 議案第  14 号  大山町手数料条例の一部を改正する条例について  

日程第   6 議案第  15 号  大山町国民健康保険直営診療所条例の一部を改正する条例

について  

日程第   7  議案第  16 号  大山町介護保険条例の一部を改正する条例について  

日程第   8 議案第  17 号  大山町母子福祉小口貸付条例の一部を改正する条例について  

日程第   9 議案第  18 号  大山町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について  

日程第  10 議案第  19 号  大山町道路､普通河川等管理条例の一部を改正する条例につ

いて  
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日程第  11 議案第  20 号  大山町町営住宅条例の一部を改正する条例について  

日程第  12 議案第  21 号  大山町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例について  

日程第  13 議案第  22 号  大山町水道事業の設置及び給水に関する条例の一部を改正す

る条例について  

日程第  14 議案第  23 号  公の施設の指定管理者の指定について（大山町福祉センター

なかやま及び大山町保健福祉センターだいせん）   

日程第  15 議案第  24 号  公の施設の指定管理者の指定について（大山町観光交流セン

ター）   

日程第  16 議案第  27 号  町道名和インター線の認定について  

日程第  17  議案第  28 号  平成 21 年度大山町一般会計予算  

日程第  18  議案第  29 号  平成 21 年度大山町土地取得特別会計予算  

日程第  19  議案第  30 号  平成 21 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算  

日程第  20  議案第  31 号  平成 21 年度大山町開拓専用水道特別会計予算  

日程第  21  議案第  32 号  平成 21 年度大山町地域休養施設特別会計予算  

日程第  22  議案第  33 号  平成 21 年度大山町老人居室整備資金及び障害者住宅整備資

金貸付事業特別会計予算  

日程第  23  議案第  34 号  平成 21 年度大山町簡易水道事業特別会計予算  

日程第  24  議案第  35 号  平成 21 年度大山町国民健康保険特別会計予算  

日程第  25  議案第  36 号  平成 21 年度大山町国民健康保険診療所特別会計予算  

日程第  26  議案第  37 号  平成 21 年度大山町後期高齢者医療特別会計予算  

日程第  27  議案第  38 号  平成 21 年度大山町老人保健特別会計予算  

日程第  28  議案第  39 号  平成 21 年度大山町介護保険特別会計予算  

日程第  29  議案第  40 号  平成 21 年度大山町介護保険事業特別会計予算  

日程第  30  議案第  41 号  平成 21 年度大山町農業集落排水事業特別会計予算  

日程第  31  議案第  42 号  平成 21 年度大山町公共下水道事業特別会計予算  

日程第  32  議案第  43 号  平成 21 年度大山町風力発電事業特別会計予算  

日程第  33  議案第  44 号  平成 21 年度大山町温泉事業特別会計予算  

日程第  34  議案第  45 号  平成 21 年度大山町宅地造成事業特別会計予算  

日程第  35  議案第  46 号  平成 21 年度大山町情報通信事業特別会計予算  

日程第  36  議案第  47 号  平成 21 年度大山町水道事業会計予算  

日程第  37  議案第  48 号  平成 21 年度大山町索道事業会計予算  

日程第  38  特別委員会の設置及び付託  

日程第  39  特別委員会委員長及び副委員長の互選結果の報告  

────────────────・───・─────────────────  

出席議員（１８名） 
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１番 近 藤 大 介        ２番 西 尾 寿 博  

３番 吉 原 美智恵        ４番 遠 藤 幸 子  

５番 敦 賀 亀 義        ７番 川 島 正 寿  

８番 岩 井 美保子        ９番 秋 田 美喜雄        

１０番 尾 古 博 文       １１番 諸 遊 壌 司        

１３番 小 原 力 三       １４番 岡 田   聰  

１６番 椎 木   学       １７番 野 口 俊 明     

１８番 沢 田 正 己       １９番 荒 松 廣 志  

２０番 西 山 富三郎       ２１番 鹿 島   功  

────────────────・───・─────────────────  

欠席議員（１名） 

１２番 足 立 敏 雄   

────────────────・───・─────────────────  

事務局出席職員職氏名 

局長 ……………… 諸 遊 雅 照     書記 …………… 柏  尾  正  樹 

────────────────・───・─────────────────  

説明のため出席した者の職氏名  

町長 …………………山 口 隆 之       副町長…………………田 中 祥 二 

教育長 ………………山 田  晋           代表監査委員……… 椎 木 喜 久 男 

総務課長 ……………田 中   豊      企画情報課長 ……… 野 間 一 成 

住民生活課長……… 小 西 廣 子         税務課長 ……………中 田 豊 三 

建設課長 ……………押 村 彰 文          農林水産課長 ………池 本 義 親 

水道課長 ……………舩 田 晴 夫     福祉保健課長 ………戸 野 隆 弘 

人権推進課長 ……… 近 藤 照 秋         観光商工課長 ………小  谷  正  寿                 

大山振興課長 ……… 福 留 弘 明          診療所事務局長………斎  藤   淳 

地籍調査課長…………種  田  順  治       教育次長………………狩 野   実 

社会教育課長 ………小 西 正 記     学校教育課長…………西 田 恵 子 

幼児教育課長 ………高 木 佐奈江     農業委員会事務局長…高 見 晴  美 

 ────────────────・───・─────────────────  

                       午前９時３０分 開会 

○議長（鹿島 功君）  ただいまの出席議員は１８名です。定足数に達しております

ので、これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第１ 平成２０年陳情第３０号の件名及び字句 
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の訂正の申出について 

○議長（鹿島 功君）  日程第１、平成２０年陳情第３０号の件名及び字句の訂正

の申出についてを議題といたします。 

陳情第３０号「障害児ディサービスの存続を求める陳情」は、１２月議会で陳情

として教育民生常任委員会に付託し、現在、継続審査となっている案件であります。

このたび、陳情者から、件名及び陳情書に使用されている「障害児ディサービス」

の字句を、お手元に配布の陳情書のとおり、国の事業名である「児童ディサービス」

に訂正していただきたい旨の申し出がありました。 

お諮りします。陳情者からの申し出のとおり、陳情第３０号の件名及び字句を訂

正することにご異議ありませんか。 

〔 「異議なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（鹿島 功君） 異議なしと認めます。したがって平成２０年陳情第３０号

は、陳情者からの申し出の通り、訂正を許可することに決定しました。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第４ 議案第１３号 

○議長（鹿島 功君） 日程第４、議案第１３号、大山町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題にします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（鹿島 功君）  えー、ただいま日程第４を諮りましたですが、訂正させてい

ただきたいと思います。        

────────────────・───・───────────────── 

日程第２ 議案第１１号 

○議長（鹿島 功君）  各議案の提案理由説明は昨日終わっておりますので、本日は

直ちに議案に対する質疑を行います。 

日程第２、議案第１１号 大山町開拓専用水道施設整備基金条例の制定についてを

議題にします。 

これから質疑を行います。議案第１１号 大山町開拓専用水道施設整備基金条例の

制定についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第１１号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第３ 議案第１２号 

○議長（鹿島 功君）  日程第３、議案第１２号  大山町職員の育児休業等に関する

条例等の一部を改正する条例の制定についてを議題にします。これから質疑を行い
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ます。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第１２号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第４ 議案第１３号 

○議長（鹿島 功君）  日程第４、議案第１３号 大山町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はありま

せんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第１３号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

       日程第５ 議案第１４号 

○議長（鹿島 功君）  日程第５、議案第１４号  大山町手数料条例の一部を改正す

る条例についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（１番 近藤大介君）  議長、１番。 

○議長（鹿島 功君）  １番 近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君）  この件につきましては、昨日、住民基本台帳カード

の交付の手数料を従来５００円だったものを鳥取県西部市町村足並み合わせてゼロ

にするということでのご説明ではありました。 

若干お尋ねしたいと思いますが、住民基本台帳カード、住基カードの大山町での

本制度導入以降のですね、交付の状況についてご説明をお願いいたします。それか

ら合わせて住基カード発行に伴って、国の方から交付金なりがあるというようなご

説明もあったかと思いますが、そのことについてもその内容をもう少し詳しく説明

お願いいたします。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。 

○住民生活課長（小西広子君）  住民生活課長。 

○議長（鹿島 功君）  住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君） 失礼いたしました。現在の交付枚数は１月末現在、

２月末を今集計中でありますが、１６０件程度でございます。それから交付金につ

きましては、１，５００円掛かるところを５００円が個人負担でありますので、残

りのところが交付税措置で見てもらってあるところでございます。 

○議員（１番 近藤大介君）  はい、了解です。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕            

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第１４号の質疑を終わります。 
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────────────────・───・───────────────── 

日程第６ 議案第１５号 

○議長（鹿島 功君）  日程第６、議案第１５号  大山町国民健康保険直営診療所条

例の一部を改正する条例についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑

はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第１５号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第７ 議案第１６号 

○議長（鹿島 功君）  日程第７、議案第１６号  大山町介護保険条例の一部を改正

する条例についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（２番 西尾寿博君）  議長、２番。 

○議長（鹿島 功君）  ２番 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君） 昨日、説明を受けましたが、この改正に当りですね、

元の基準額が若干上がったと。４，４５０円でしょうか。近隣のですね、類似町と

の比較ということはどんなもんでしょうかね。よそ様もですね、上げたというよう

なことになっとろうかなと思っています。 

 それともう一点、延滞金のことですが、よく近年言われるのがですね、この延滞

金が高すぎるんじゃないかなというようなことも国の方でも言われていますし、町

もですね、１４．５％、まあ０．１％減ったというふうになっておりますが、この

利息がですね、今こんなに高いところはなかなかない。これ公共の方がですね、例

えば滞納した場合に、１４．５％、延滞金加算するというふうになっています。国

や県の方でもこれは高いじゃないかなという議論がありますが、この２点について

お伺いしたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君）  議長。福祉保健課長 

○議長（鹿島 功君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君）  西尾議員さんのご質問にお答えをいたします。ま

ずこの介護保険料の基準額の近隣市町村との比較ということでございましたが、先

週ですね、近隣の状況を調べたものが最新であります。その時点で、まずほとんど

のところがですね、まだ公表段階でないということですので、市町村名をここで申

し上げることは控えさせていただきたいですが、西部のすべての町村、また中部の

琴浦町までを調べております。その中で今改正後の予定で、一番高く思われている

のは５，０００円、一番低額でありますのが、４，３５０円ということで検討して

おられるということであります。ですので、大山町が今考えております４，４５０
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円は、近隣の市町村の中では、もっとも安いレベルになると考えております。 

 それともう一点、延滞金の利息のことでございますけども、これにつきましては、

介護保険法の方で、支払基金が、医療保険者が支払基金に収めるのに遅れた場合の、

滞納率が年１４．５％となっております。これに合わせるのが適当ではないかとい

うふうに考えておるところです。以上でございます。 

○議員（２番 西尾寿博君）  了解。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑ありませんか。 

○議員（１番 近藤大介君）  議長、１番。 

○議長（鹿島 功君）  １番 近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君）  今回の介護保険条例の改正につきましては、３年毎

に見直しをされる介護保険料の関係の条例改正だというふうに理解をしているおる

わけですが、６年前、最初の見直しのときから前回３年前の見直しのときで、確か

基準額が３，６００円から４，０００円に引き上げられていたと記憶しております。

それが今回の見直しでまたさらに月額で、月額ベースで４，０００円から４，４５

０円と、１割上昇するわけです。前回３年前の見直しのときは、加入者であります

住民の負担が増えるということもあってだと思いますが、引き上げるということに

ついて議会の中でも確か、事前に説明もあったと思いましたが、今回は特にそうい

ったこともございませんでした。 

まあ皆さん少子高齢化が進む中で、介護の費用が増えていっている、負担もある

面増えざるをえないというのは、だいたいは覚悟しておられるところではあります

けれども、毎年毎年というか、見直しのごとにどんどん介護保険料が上がっていく

と。いったいどこまで上がっていくだという不安感も別の面では実際あると思いま

す。今回４，０００円から月額４，４５０円に、年額にすれば何ぼになりますかい

ね。標準額で４，０００円ですか、上がるわけですけれども、年間で４，０００円

負担が増えるわけですけれども、増やさざるを得なかった根拠についてもう少し説

明をいただきたいということと、実際どこまで増え続けるんだという不安、住民の

不安に対してですね、何か説明をいただきたいと思いますがよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（鹿島 功君）  福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君）  ご質問にお答えいたします。 

まず４，４５０円、基準額ということでご説明を申し上げておりますけども、提

案理由でも申し上げておりますが、付則の方に実際に掛かる軽減後の額を掲げてお

るところです。２月の臨時議会で議決をいただきました介護従事者処遇改善臨時特

例基金条例によりまして今後の３年間にですね、国の特例措置として保険料の軽減

ということが入ります。その軽減を年をならして３年間に掛けますので、今言った



  97 

金額から５５円マイナスになりますので、実際の皆様に掛かる基準額は、４，３９

５円で計算をされるということになってまいります。はじめにそれを説明させてい

ただきますが、現在このように上がっていく見通しの理由と、あるいは今後はどう

かということでございましたけども、今回上がりました理由は幾つかあるんですけ

ども、まず２１年度から介護報酬が改正されるということと、それと今１号保険者

と２号保険者の人口割合が変わってきまして、１号保険者がだんだん増えてきます

ので、この介護保険料を賄わなければいけない、その部分が多くなるということで、

負担割合も従来の１号保険者の１９％というところから２０％に上がっておるとこ

ろです。それもアップをしている要因であります。 

 それと今回推計をいたしましたですけれど、ほとんどの全てのサービスで介護保

険のサービスの量が増えておるということでありますので、どうしても増えていく

ということになります。これは介護予防を進めることによりまして、できるだけ介

護の方に、介護の利用にならないということに努めてまいりたいと今はそれをして

いるわけですけども、高齢化が進みますので、どうしても介護の給付が多くなって

いくっていうことで、保険料に跳ね返っていくということであります。全ての市町

村が今回同じような、だいたい同じような率で上がっていくというふうに見ており

ますけども、そういったような状況で上がっていっておるところであります。以上

です。 

○議員（１番 近藤大介君）  議長。 

○議長（鹿島 功君） １番 近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君）  説明をいただきまして、大筋のところは町民もある

程度理解しておるんですけれども、本当に実際には、その負担がどこまで増えるの

かというのが、今説明いただいてもよく理解できないというところがあるわけです。 

少子高齢化、日本全体でそうですけども、特に農村大山町なんかでもお年寄りが増

えてきています。まあ課長の説明でもありましたけれども、介護保険のサービスが

増えていっているということですから、負担する保険料も増やさざるを得ない部分

は分かるわけですけれども、特に例えば大山町でも若い人が減ってきているわけで

すから、介護保険の会計を支える若い年代というのはますます減る、ますます高齢

者の負担が増えていくわけですだがんね。一方では、もうほとんどの方が年金収入

に頼って生きておられるわけで、年金が上がらないのに負担だけはどんどん増えて

いっているという状況、それは充分理解はしていただいておるとは思うんですけれ

ど、そういった中で介護予防等に努めなければならないとおっしゃいました。実際

そういう取り組みしてありますけれども、まだまだ不十分なんじゃないのかなと、

もっともっと高齢者の方にこのままでは皆さんの負担ももっともっと増やさざるを

えないかもしれないと。そのためにも、介護予防にもっと積極的に参加していただ
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く、取り組んでいただかないとだめですよという、アナウンス、広報に出したから

というだけでは、やはり充分ではないと思いますので、その辺も含めた上でですね、

将来のこの会計の見通しなりをもう少しちょっと説明いただけませんでしょうか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁、福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君）  はい、ご指摘をいただきました介護予防の事業に

ついては、まだまだＰＲ等も含めて不十分、実施が不十分でないかということであ

りました。このたびは中山温泉を利用したウォーキング、歩くプールということも

造ることにもなりましたので、そういった新たなものを含めて一層介護予防事業の

展開を進めていきたいと思っております。いろいろ工夫をしてまいりたいと思って

います。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第１６号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第８ 議案第１７号 

○議長（鹿島 功君）  日程第８、議案第１７号  大山町母子福祉小口貸付条例の一

部を改正する条例についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 

○議員（１７番 野口俊明君）  議長。１７番。 

○議長（鹿島 功君）  １７番 野口俊明君。 

○議員（１７番 野口俊明君） えーとですね、貸付額それから貸付期間等ですね、

これが長くなっていったわけでありますが、連帯保証人へがつきました。これにつ

いて本当に公的機関等については、結構、今、連帯保証人が無しのいろんな施策が

行われておると思うわけですけど、この連帯保証人を付けられた理由、それからま

た、について、そしてまた付けなくっちゃあ本当にならないのか、そのことについ

て町長のお気持ちも聞きたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  町長。 

○町長（山口隆之君）  野口議員さんの質問には、経過も含めて担当課長から答弁

いたします。 

○議長（鹿島 功君）  福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君）  野口議員のご質問にお答えいたします。連帯保証

人を今回新たに設けたということでありますけども、これは母子会が会員の皆さん

に貸し付けをされるわけですけど、従来ですね、この定めの中には、条例の中には、

そこでの連帯保証人は、特に定めておりませんでして、実際には母子会の役員さん

が連帯保証人になって会員さんに貸し付けられるという形をとって運用されており
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ました。で、母子会の皆さんといろいろお話をする中でですね、やはり役員が保証

人というのはなかなかつらいところがあると。その借りられる方の関係の方にして

いただくべきではないだろうかということで、そういうような方が実際の運用にあ

っているということでありまして、そのようにこちらも判断をいたしましたので、

いたしました。 

なお、従来その母子会の方の中で、貸し付けが焦げ付いたりとかですね、そうい

うことでトラブルがあったとか、そういうことは全くございませんで、中の貸し付

け、返済については、順調に行われておりましたということを申し添えておきます。

以上です。 

○議員（１７番 野口俊明君）  議長。１７番。 

○議長（鹿島 功君）  １７番 野口俊明君。 

○議員（１７番 野口俊明君）  まあ、今課長からのお話もあったように、本当に

この小口貸付母子福祉の、は弱者の、弱者救済といいますか、そういうことにつな

がってるんじゃないかという気がするわけでありますが、今回まあ救済のためには、

１世帯につきの金額が倍になり、貸付期間が１年になりという、こういうことにつ

いてはわたしらも反対するものじゃないわけでありますが、この連帯保証人、これ

によって弱者が救済できないような逆にいえば、借りにくい資金になるんじゃない

かなという気がするわけであります。弱者救済のための資金に名を借りた、何か取

り立て屋が現れたようなそういうような、こういう資金に対して連帯保証人を取る

ようなことはいかがなもんかと思うわけでありますが、町長のお考えを伺いたいと

思います。 

○議長（鹿島 功君）  町長。 

○町長（山口隆之君）  再質問に答弁させていただきますが、先ほど課長がご説明

申し上げましたように、これにつきましては母子会の方が以前から３００万円、こ

れを運用しながら、その母子会の会員の皆さんの生活支援という形で短期的な、本

当一時の困ったときの対応をするための貸付にしておられたという資金でございま

す。ですから一般の方にどうぞどんどんご利用いただくという資金ではないわけで

ありますけれども、そういった中で先ほど申し上げましたように、運用していく中

で、母子会の方として役員が責任をもつということよりも、まあ役員も当然責任を

持たれるんでありましょう。最終的には母子会が全額返済をきちっと毎年していた

だいておりますので、３００万貸しても３００万きちっと返ってきているという、

中で運用を毎年やっておられるわけでありますから、そういった中で皆さんの申し

合わせの中で、そういう方がいいんではないかということでのご判断をされたとい

うことに基づいて、わたしどもとしても条例上、それを規定しておいた方が運用が

しやすいだろうということの中で協議の上でやっておるところでございますので、
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今おっしゃるようなこれによって貸付が難しくなってくるというようなことにはつ

ながらないだろうなというふうに理解しているところであります。以上であります。 

○議員（１７番 野口俊明君）  議長。１７番。 

○議長（鹿島 功君）  １７番 野口俊明君。 

○議員（１７番 野口俊明君）  町長の考えはそういうことだろうと思うわけです

けれど、町として今までこの事業がなかったけど、これと似たように役員さんに連

帯保証をしなければならないようなやり方というか、条例等は無いにしてもそうい

うことでないと駄目だよというようなやり方をしておられたんでないかなという気

もするわけであります。 

 結局、そういう条例に無いあれで、町としての担当者としては、必ず返えらにゃ

またいろんなことでわれわれ議会からも突かれるということになれば、やっぱり町

長の思いは別としてでもそういうことになるんではないかなという気がするわけで

ありますが、そこら辺を外した本当にクリーンな格好というか、そういう状態での

貸付になるようなことがわれわれは望ましかったと思うわけですけれど、まあそう

だったと。それについてですね、いわゆる本当に私たちがいろんな資金を借りなけ

ればならないという時に、なかなか保証人を困窮した時になってくれる人がいない

んではないかなという気がするわけで、それを敢えてするという財政的なものの中

でいえばそうかもしれないけど、そのことを思い切って外せるという勇気というか

あれは、町長には持ち合わせないのか、ちょっとまあそこら辺を最後にお伺いして

おきたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  町長。 

○町長（山口隆之君）  議長。再質問でありますけれど、先ほど申しあげたような

経過の中でございますので、まあ、それこそ申し上げましたその母子会の会員の皆

さん方の運用の中で行っていただいてるものでございますので、わたしの方でもそ

れによっておっしゃるような懸念はあくまでもないものというふうに理解しておる

ところであります。まあまたそういったまた事態があるようでありましたら、また

検討を加えていく必要があるんではないかなというふうには、理解はいたしており

ます。 

○議長（鹿島 功君）  他に。 

〔 「議長、休憩」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  休憩。 

午前 ９時５８分 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

午前 ９時５９分 再会 

○議長（鹿島 功君）  再会します。質疑なしと認め、議案第１７号の質疑を終わ
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ります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第９ 議案第１８号 

○議長（鹿島 功君）  日程第９、議案第１８号  大山町道路占用料徴収条例の一部

を改正する条例についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はありま

せんか。 

○議員（１４番 岡田 聰君）  議長。１４番。 

○議長（鹿島 功君）  １４番 岡田 聰君 

○議員（１４番 岡田 聰君）  この条例の一部改正は、地価の下落によって下げ

るというご説明がございました。ですが、見ますと非常に下げる率が高い感じがい

たします。地価がこれほどの率で下がっているのかどうか。町の収入が減ってくる

わけですから、あまり大幅に下げるのはどうかと思います。他町村との比較はどう

でしょうか。それから中電あるいはＮＴＴ、こういった電柱を立てる側からの強い

要求なのか、教えていただきたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。 

○建設課長（押村彰文君）  議長、建設課長。 

○議長（鹿島 功君）  建設課長。 

○建設課長（押村彰文君）  岡田議員さんの質問にお答えをいたします。まずこの

たびの占用料の改定の考え方でございますけども、先ほど岡田議員さんが言われま

したように、大きな要因は土地の下落ということでございます。 

まず、提案理由の中にも説明がありましたけども、国においては、平成２０年の

１月１８日に改定されておりますが、国の考え方は、この占用料の地価の基礎とな

ったのは平成６年、それ以降全く占用料が改定していないということで、あらたに

土地の価格も調査をされながら、一定の計算式でもって国は、占用料基準を見直さ

れたということでございます。で、これに伴いまして、鳥取県が改正し、大山町も

この度改正するという経過にいたったところでございます。 

次に他町村の状況はということでございますけども、この町道占用料の改定にあ

たりましては西部の建設課長会で何回となく議論をしてまいりました。西部の町村

足並みを揃えて今定例会に提案しようということで西部の町村としては足並みを揃

えておるということでございます。 

次に、これについて中国電力あるいはＮＴＴから要望があったかということでご

ざいますけども、これはあくまでも国の法改正、県の条例改正、それに伴って町も

条例改正するという考えでこのたび提案をさせていただいたところでございます。

以上でございます。 

○議員（７番 川島正寿君）  議長。７番。 
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○議長（鹿島 功君）  ７番 川島正寿君。 

○議員（７番 川島正寿君）  この電柱等の道路占用徴収料ですが、中海テレビの

電柱使用料、それとの関わりはないですか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。建設課長。 

○建設課長（押村彰文君）  ただいま占用料をいただいていますのは、主にですけ

れど、電柱・電話柱、それから風力発電の関係、情報通信網の電柱については免除

しておるという具合に理解をしております。占用料はいただいておりません。以上

でございます。 

○議員（７番 川島正寿君）  了解。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕                  

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第１８号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第１０ 議案第１９号 

○議長（鹿島 功君）  日程第１０、議案第１９号  大山町道路、普通河川等管理条

例の一部を改正する条例についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑

はありませんか。 

○議員（１３番 小原力三君）  議長。１３番。 

○議長（鹿島 功君）  １３番 小原力三君。 

○議員（１３番 小原力三君君）  えーとですね。ちょっと２点ほどお尋ねいたし

ます。この大山町道路、普通河川等管理条例ということでございますけども、もう

一度具体的にご説明願いたいと思いますし、それからですね、この町が管理する普

通河川というのは具体的にどんな河川であるかということを聞いておきたいという

ふうに思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。建設課長。 

○建設課長（押村彰文君）  道路普通河川等管理条例の具体的に説明をということ

でございますけれど、これは以前、国が所有しておりました赤線青線、これが地方

公共団体に譲与されております。これの旧青線、赤線を管理する条例でございます。

で、その中で「普通河川とは」ということでございましたけれど、これは河川法の

適用にならないもの、あるいは河川法に準じないものということでございますから、

普通の青線という具合に理解をしていただければと思います。以上でございます。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第１９号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 
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日程第１１ 議案第２０号 

○議長（鹿島 功君）  日程第１１、議案第２０号  大山町町営住宅条例の一部を改

正する条例についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はありません

か。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長。２０番。 

○議長（鹿島 功君）  ２０番 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  この議案は暴力団排除ということであるようで

す。改正後の入居者の資格、第６条その５にですね、「その者は、うんぬん」とあり

ます。この入居者第６条の５項の説明を具体的にお願いします。 

 それから入居を希望する方が、暴力団員であるか否かの判定の方法はどのような

ことで行うんですか。取りあえずそこまで。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。建設課長。 

○建設課長（押村彰文君）  第６条の入居の資格についての質問でございます。暴

力団員でないことということですけども、暴力団の方なのかそうでないのかという

判断は、われわれ職員ではなかなか判断ができないところでございます。提案理由

の説明にもありましたけども、警察と連携を取りながらということで、その辺の情

報は、警察の方から提供していただいて判断をしていくということになろうかと思

っております。 

 それから判断の方法ということでございますけれど、判断の方法は全て警察の方

に、警察の方からの情報をもって判断するということになります。以上でございま

す。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長。２０番。 

○議長（鹿島 功君）  ２０番 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  まああの、暴力団のことは詳しくないわけです

けれど、報道等で聞きますと、幹部があったり組員があったり、準構成員があると

かいろいろあるようですけども、暴力団ということに対する行政側の認識は、どの

程度、幅広い認識をもってるんですか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。建設課長。 

○建設課長（押村彰文君）  暴力団との認識はどういう認識を持っているかという

ことでございますけども、非常にその辺の判断は難しいと思っています。あくまで

も警察に照会して判断していただくということしかないというふうに考えています。

以上でございます。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕  

○議長（鹿島 功君） 質疑なしと認め、議案第２０号の質疑を終わります。 
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────────────────・───・───────────────── 

日程第１２ 議案第２１号 

○議長（鹿島 功君）  日程第１２、議案第２１号  大山町特定公共賃貸住宅条例の

一部を改正する条例についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕  

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第２１号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第１３ 議案第２２号 

○議長（鹿島 功君）  日程第１３、議案第２２号  大山町水道事業の設置及び給水

に関する条例の一部を改正する条例についてを議題にします。これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕                      

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第２２号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第１４ 議案第２３号 

○議長（鹿島 功君）  日程第１４、議案第２３号  公の施設の指定管理者の指定に

ついて（大山町福祉センターなかやま及び大山町保健福祉センターだいせん）を議

題にします。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕  

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第２３号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第１５ 議案第２４号 

○議長（鹿島 功君）  日程第１５、議案第２４号  公の施設の指定管理者の指定に

ついて（大山町観光交流センター）を議題にします。これから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

○議員（８番 岩井美保子君）  議長。８番。 

○議長（鹿島 功君）  ８番 岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君）  この議案につきましては、指定管理者となる団体

は理事長が山口隆之氏となっております。それで恵みの里公社ということでござい

ますが、いただきました関連の書類を見させていただきましたが、恵みの里公社の

努力が足りないんじゃないかと思って見させていただきました。って言いますのは、

最初から、一般会計１３２ページの中にもありますように、委託管理料として９８

６万円、約１，０００万近くあがっております。それが５年間で年々少なくはなっ

てきておりますが、そういうことになっております。あれだけの施設を建てまして、
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その中で運営をされるわけですから、もう少し努力をされて、この委託料というの

はゼロにできなかったということをお伺いしたいと思います。公社としての努力は

どこまでしておられますのでしょうか。計画表におきましては、細かく書いてあり

ますけれど、もう少し努力をしていただかないといけないんじゃないかと思ってい

ます。 

 っていいますと、言い方は悪いかもしれませんが、なんでも「おんぶに抱っこ」

という言葉があります。そういうことでは町民も見ておりますし、きちんとしたこ

とを出していただかないといけないと思います。 

○議長（鹿島 功君）  どうですか、これは。答弁。 

○大山振興課長（福留弘明君）  議長、大山振興課長。 

○議長（鹿島 功君）  大山振興課長。 

○大山振興課長（福留弘明君）  ただいまのご質問にお答えいたします。財団法人

大山恵みの里公社の努力ということでございます。所管いたしますのが、大山振興

課でございますので、私の方でお話をさせていただきたいと思うところであります

が、かねがねご説明申しあげておりますとおり、大山町観光交流センター、現在道

の駅として申請中ではございますけども、この施設の大きな目的がいくつかござい

ます。２４時間使えますトイレ、駐車場、休憩施設、そしてその中に観光案内、町

内のいろいろな情報を提供する情報提供コーナー、大山町産品を提供いたします物

販コーナー、町内産品を活用したメニューを出す飲食コーナーといったような施設

を一体として運用してまいるわけでございまして、配付をされています資料等をご

覧いただければご理解いただけるのではないかと思いますけれど、２６５平米の施

設の中で、公共的な目的を持つ部分がかなりの部分を占めております。具体的に申

し上げますと２４時間のトイレを提供いたします。こちらは全く収益を生まない施

設、便益を提供する施設でございます。 

従いましてこの指定管理料の算定等にあたりましては、そうした公共施設の部分

につきましては、設置者であります行政、町で経費の負担をしていくもの、そして

収益を上がる部分につきましては、指定管理者として今ご提案をしております財団

法人が自助努力によってその運営経費は賄っていくべきものというふうに考えてお

りまして、こうした指定管理料の算定を行っておるところであります。 

なお、とは言いましても、管理経費の軽減というのは必要なことだというふうに

考えております。この施設の収益部分を運用していく中で、できるだけの収益は上

げていただきたいという希望は強く持っておりますして、そうした中でそれを受け

止めて公社の方といたしましても管理料については年々少なくしていくという意向

を提出されたものと理解をしております。以上です。 

○議員（８番 岩井美保子君）  議長。８番。 
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○議長（鹿島 功君）  ８番 岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君）  今、答弁をいただいたんですが、これでですね、

５年間は予定がしてあります。その後に独立採算制でもとれるというような見込み

は持っておられますでしょうか。そこだけ１点お聞きしたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。町長。 

○町長（山口隆之君）  それではわたしの方から答弁させていただきますが、この

施設の性格なり役割というもの、もう少しきちっと整理、理解をいたかなければな

らないのかなというふうに思っております。この施設につきましては、先ほど大山

振興課長もご説明申し上げましたけども、ただトイレの便益施設だけではなくて、

もっと周辺の皆さん、ご来場いただく皆さん方に対しての情報を発信していくとい

う大きな役割がございます。物販の部分は、当然、物販とか飲食の提供の部分とい

うのは、もちろんそこの中での収益は上げていかなくちゃなりませんけれど、この

施設を訪れていただくことによって、ここからいろんな情報を発信していくという

機能を大きく持たせております。したがって食事についても周辺の場所をご案内す

るとか、周辺の観光地をご案内していく、いろんな行事をご案内する、町の全体の

情報も発信していくという機能も持たせているところであります。この部分につき

ましては、もちろん収益的な事業にはなりません。しかしながら、周辺に対して、

町全体に対しての収益につながっていく、そういったことにも効果が出てくるんだ

ろうというふうに思っております。そういった部分もこの施設の中で持っていくわ

けでありますから、さらにはここで物産につきましても、情報発信することによっ

て、今度はここ以外のところで大山恵みというものをご理解いただいて求めていた

だくというふうにもつながっていくんであろう。そう言った意味ではこの施設とい

うのは、物販なりあるいは情報なりのアンテナショップだというふうな考え方でい

かなければならないんではないかなというふうに思っております。 

従いましてここで独立採算というような考え方ではなくて、ある意味ではここを

基点にしてもっと大きな経済の活性化なり収益につながっていくような役割をここ

は果たしていかなければならないんではないかなというふうに思っております。と

はいえ、先ほど申しあげましたようにここの運営もできるだけ、当然何とか収益で

賄えるなようなそういった努力は、指定管理者としての公社はしていかなくちゃい

けませんけれど、あくまでもここがここで完結をする、ここでここの収支をみてい

くという施設ではない、そういった公の部分、役割が、大きな役割を担っていると

いうところもご理解をいただければなというふうに思うところであります。以上で

あります。 

○議員（８番 岩井美保子君）  議長。８番。 

○議長（鹿島 功君）  ８番、岩井美保子君。 
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○議員（８番 岩井美保子君）  今、詳しく説明をいただきまして、わたしも今頃

は人に会う機会が多いもんですから、そういう声をたくさん聞いております。今の

説明で町長が最後に努力するということをおっしゃってくださいましたので町民の

皆さんも安心できたかと思います。努力はよろしくお願いします。 

○議員（３番 吉原美智恵君）  議長。３番。 

○議長（鹿島 功君）  ３番、吉原美智恵君。 

○議員（３番 吉原美智恵君）  今の大山恵みの里公社の管理について、指定管理

の選定理由っていうものがあります。それでその中にですね、この施設は、町長が

先ほど言われますように、本当に魅力ある施設にしないと情報発信もできないわけ

ですよね、たくさん人に来てもらわないと。それでその中で、この大山恵みの里公

社の基本構想といいますと、大山町ブランドの育成、町内産品の販路拡大、食に関

する情報収集及び発信事業等民間手法により推進すると書いてありますけれど、そ

の中で歴史文化の恵みを発信するというところがちょっと弱いような気がいたしま

す。それでパンフレットとか道案内とかそういうものが、まだ掲示板とかできてい

ないソフトの面ができていませんが、それに関しての提案がここにはないので、パ

ンフレットとか観光案内に対するコンセプトといいますか、それについては振興課

がバックアップするんでしょうか。以上です。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。大山振興課長。 

○大山振興課長（福留弘明君）  ただいまのご質問にお答えいたします。ただいま

のご質問は、公社から提出されました指定申請書にある部分かと思われますが、観

光情報あるいは町内の名所・旧跡あるいは見所、あるいは食べどころ、先ほど町長

が別件でご説明しましたとおり、そういった情報を広く発信するというのは、この

施設の大変大きな使命だというふうに大山振興課の方も理解しております。したが

いまして、バックアップをしていくというのはもちろんのことでございますし、バ

ックアップを通り越してパートナー、一緒にやっていこうというふうなつもりでお

ります。 

なお、このエリア、この事業は３年契約で行なってるわけでありますが、その中

の観光交流センター以外の大きな事業は、中に「潮風の道事業」というのがござい

ます。この施設の周辺の歴史等を掘り起こして新たなそういう散策ルート等を確立

していき、たくさんのお客様をご案内するという機能も今後２年間で考えている部

分もございます。そういったことで共に手を携えてというと言い過ぎかも知れませ

んけれども、一緒になってやっていくというふうに考えております。 

○議員（３番 吉原美智恵君）  議長。３番。 

○議長（鹿島 功君）  ３番、吉原美智恵君。 

○議員（３番 吉原美智恵君）  そしたらですね、４月４日に開業するわけですよ
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ね。結構飲食店でも何でもそうですけれど、新しいうちが華で、たくさん、結構珍

しくてどんどん来られると思うんです。取り付け道もまだ今、中山に付いていませ

んからそれもありますけれども、始めのうちに、きちんと案内看板とか早くされて、

それからコースもですね、自転車を置かれるみたいですけれども、じゃあ自転車コ

ースがちゃんとできているのか。その辺でやっぱりがっかりされては困りますので、

その辺も急がれた方がいいと思います。そういうふうなことが指定管理の中に、計

画の中に入っておりませんので、是非そのようなことを早急に対処されて、やはり

イメージをきちんと、この道の駅はとてもいろんなものも置いてあるけれども、歴

史・文化にもきちんと詳しく案内ができていると、そういうふうに持っていかれた

らと思いますけれど、どうでしょうか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。町長。 

○町長（山口隆之君）  わたしの方から再質問に答弁させていただきます。おっし

ゃる意味は充分に理解はいたしております。非常に大切な視点だろうというふうに

思っております。先ほど課長が申し上げました、これまちづくり、国交省のまちづ

くり交付金の事業の中で３年計画でやるわけでありまして、まずは建物を造って、

それからその周辺への案内看板とかいろんなものをこれから仕掛けていくわけであ

ります。ただこの役割をですね、その公社に、指定管理を受ける公社がするという

ことではなくて、公社と一緒になってそういった意味では教育委員会の社会教育課

等がいろんな資源を持っているわけでありますし、ノウハウもあるわけであります。

それから公民館のいろんなサークルがあったり、あるいは町民の皆さん、いろんな

方々がですね、やはりそこにやはり情報を持ち寄って、一緒になってやはりこの地

域を盛り上げていく拠点にすべきだろうというふうに思っておりまして、そういっ

たものをすべて公社がやるという、指定管理を受けた公社がやるっていうことでは

なくて、その施設のあくまでも公社は管理でありますから、一緒になっていろんな

取り組みをしていく、そういった方向につなげていかなければならないんではない

かなというふうに思っております。おっしゃるようにオープンにたくさんの方がお

見えでございますから、そのときに全てのメニューをお出しして、全て賄えるよう

にしていくのが一番いいのかもしれませんけれども。まあ、そういった意味ではこ

れから多くの方にこの施設に関心を寄せて関わっていただくためにも少しずついろ

んな方々に協力をしていただきながら、さらにこの活用を深めていくという取り組

みにも繋げていくということも必要だろうというふうに思っていますので、できる

だけ４月のオープンに向けた準備はいたしますけれども、それで終わりではなくて、

それからいかにここを活用を広げていくかということの中で今のご質問等もしっか

りと受け止めさせていただければなというふうに思っております。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑はありませんか。 
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〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕                    

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第２４号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第１６ 議案第２７号 

○議長（鹿島 功君）  日程第１６、議案第２７号  町道名和インター線の認定につ

いてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（８番 岩井美保子君）  議長。８番。 

○議長（鹿島 功君）  ８番 岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君）  昨日は詳しく説明をいただきましたですが、分か

りましたですが、分かってきましたらかえってわたしたち名和の方から出てくる者

が危ないような気がいたします。信号は付きますでしょうか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。建設課長。 

○建設課長（押村彰文君）  ちょうど旧名和西坪線との交差点の信号の質問でござ

いますけども、ただいま県警に対して要望を上げているという状況でございます。

以上でございます。 

○議員（８番 岩井美保子君）  議長。 

○議長（鹿島 功君）  ８番 岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君）  考えてみていただければ分かると思いますが、わ

たしたちはスーと名和線から出てきますね。そうしますと急に大型がねこういうふ

うに曲がられるとわたしたちもちょっと危ないなと思いますので、手前ぐらいなと

ころで、出るまでのところに信号が付いてこちらから出る人があるから赤だよとい

うようなふうだったらあれと思いますが、そこら辺のところ、計画はどのくらいの

ところの思いをしておられますでしょうか。 

○建設課長（押村彰文君）  議長、建設課長。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。建設課長。 

○建設課長（押村彰文君）  信号機の機能ですとか、それから設置場所については

全て公安委員会の方の判断に委ねるという考えでおりまして、わたくし建設課の方

でですね、特にこういうもの、こういう場所というような要望はいたしておりませ

ん。あくまでも、車の流れを見ながら専門家であります公安委員会の判断に委ねる

べきだというふうに考えております。以上でございます。 

○議員（８番 岩井美保子君）  了解しました。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第２７号の質疑を終わります。 

ここでちょっと注意をいたします。まず始めに質疑に対しましては、特に要望等
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はここでは、この席ではしないように、質疑は質疑としてしていただきますことを

お願いしたいと思います。 

それから改めてですが、まず議員さん、ベテランも、１期の方もあろうかと思い

ますが、まず番号を言って手を上げていただきますようにお願いいたします。議長

席でもちょっと死角に入るところもありますのでよろしくお願いしたいと思います。 

それともう一つ、答弁者の方につきましてですが、答弁といいますと課長の方が

直接言われても結構でございます。そういう場合にですね、何課の課長ということ

で答弁をということでございますので、そういう何々課長ということを言っていた

だきますようによろしくお願いしたいと思います。 

それではここで暫時休憩に入りたいと思います。休憩は１０分間、再開は１０時

４０分からお願いしたいと思います。 

午前１０時２９分 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

午前１０時４０分 再開 

日程第１７ 議案第２８号 

○議長（鹿島 功君）  それでは、再開いたします。 

日程第１７、議案第２８号 平成２１年度大山町一般会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。 

〔 「議長」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） まず歳入についてページをおって質疑を受けたいと思います。

西山議員、全般、どういうもの。 

〔 「歳入について」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  はい、まだ、ちょっと後からにしてください。 

大山町一般会計予算に関する説明書の３ページ町税から１０ページの使用料及び

手数料までの質疑ありませんか。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長、２０番。 

○議長（鹿島 功君）  ２０番 西山富三郎君。  

○議員（２０番 西山富三郎君）  ７ページです。あ、６ページ、まず始めにです

ね、自動車取得交付金というのが出ております。自動車取得税交付金、これは自動

車取得税の時限的軽減措置に関連があるかどうかということであります。で、この

額が減額になっております。で、その下を見ますと、地方特例交付金で１，７００

万円増額となっています。それからその下には、特例交付金が４７６万４，０００

円、これらの連動を聞きたいと思います。 

それから３５款の地方交付税、これは今世の中は不況の最中であります。政府は

生活防衛のため、緊急対策に基づき地方交付税を別枠１兆円増額したといいます。
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そして地方交付税の総額を確保しています。この増額の中身が、いわゆる生活、地

元の元気回復で少子化対策だとか公立病院に対する財政措置だと、それから地方交

付税は折半ルールであると、このような言い方をしておりますが、とりあえず以上

のことについてご説明願います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。 

○総務課長（田中 豊君）  議長、総務課長。 

○議長（鹿島 功君）  総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） それではただいまのご質問にお答えしたいと思います。 

 まず、自動車取得税交付金と地方特例交付金の関係でございますが、始めに基本

的な部分、内容について申し上げたいと思います。特例交付金の方まずちょっとご

説明させていただきたいと思いますが、特例交付金の中に児童手当特例交付金とい

う部分がございます。これは平成１８年度制度拡充に伴った部分がございまして、

それの不足分を特例交付金として手だてがされています。それから減収補てん特例

交付金でございますが、これにつきましては、住宅借入金等特別税額控除というも

のが、税の方で流されておりまして、それに伴います減収補てんとですね、２１年

度におきましては、自動車取得税の地球温暖化対策としてハイブリッド車等の税額

が控除されることに伴いまして、所得税が減額になります。その財源措置としてあ

らたに国レベルで５００億円の手だてということで、うちの予算、本町の予算にお

きましては、１，７００万程度を見込んでおるところでございます。 

 それから１０項の特別交付金でございますが、これは平成１８年度をもちまして、

減税補てん特例交付金というものがそれまで措置されておりましたけども、それが

なくなった関係で経過措置として１９年度から２１年度まで特別交付金として交付

されておるものでございます。ですから２１年度が最終ということでございます。 

 それから普通交付税のことでございますが、１兆円という措置がなされるという

ことでございます。本町におきましてどの程度になるのかということは、実際の算

定の段階でないと分かりませんけれど、交付税と提案理由の中にもありました臨時

財政特例債、こちらでもかなりの上積みはしております。その交付税と臨時財政特

例債で措置されると見込んでおるところでございます。 

 普通交付税の方についてちょっと聞き漏らした点がありますので、再度のご質問 

がありましたらよろしくお願いします。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長、２０番。 

○議長（鹿島 功君）  ２０番、西山富三郎君。  

○議員（２０番 西山富三郎君）  だいたい分かりましたがね、この予算を編成す

るにあたっては、交付税は大きな問題ですから、課題ですから、総務省の理事財政

局からですね、各市町村に通達が来ると思うわけですよね。その中に、地方財政対
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策のポイントというのがですね、地方財政改革はこういう視点でポイントとして予

算を組みさいよというのが来ると思うわけですよね、そのポイントはどういう認識

ですか。その中で折半ルールというのがあるはずですけれど、地方交付税総額が折

半ルールだという言葉があるですが、これをどう認識しているかということを聞い

たんです。以上です。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。 

○総務課長（田中 豊君）  議長、総務課長。 

○議長（鹿島 功君）  総務課長。 

○総務課長（田中 豊君） お手元に資料、国の財政対策のポイントということで、

お持ちのようでありますが、１兆円の内訳としまして、雇用創出という部分と地域

の元気回復というこの２ポイントでそれぞれ５，０００億ずつの国全体の措置であ

ります。 

で、折半ルールというのは、この町長の提案理由の中にもありました地方の財源

不足１０兆円という部分でこれを国と地方で折半するということで、地方の負担部

分については臨時財政対策債の発行で２１年度はまかない、後年度臨時財政対策債

については国が補償するということでございます。で、この地域雇用創出という点

と地域の元気回復の部分でございますが、現時点では需要算定交付税の基準財政需

要額の算定の中で、地域の元気回復という部分は手だてされることとなっておりま

して、それぞれ財政措置、需要額の方でどう言いますか、単位費用って言いますか、

そういったものが増やされるんではないかと考えております。 

それから雇用創出の部分につきましては、たぶん人口、１７年の国調ですべて需

要額は算定されます。そういった部分の個々の経費に含まれるのか、雇用創出とい

う一つのポイントに絞って交付税の需要額が算定されるのか、その辺りがまだ見え

ておりません。現時点で２１年度の交付税につきましては、昨年実績、２０年度実

績を踏まえた骨格予算の中の収支調整ということをしておりますので、今後の１兆

円の増額につきましては、今後の補正の中で対応していくものだと考えています。

よろしくお願いします。 

○議長（鹿島 功君）  他にありません。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  次、同じく１０ページの国庫支出金から２０ページの県支出

金まで、質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  同じく２０ページの財産収入から２６ページ町債まで、質疑

ありませんか。 

〔 「すみません、もらしましたけれどいいでしょうか」と呼ぶ者あり  〕 
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○議長（鹿島 功君）  はい、どうぞ、２番、西尾寿博君。  

○議員（２番 西尾寿博君）  えーとですね、１１ページに戻してください、すみ

ません。土木費国庫補助金とあります。地域活力基盤創造交付金、これ１億１，０

００万ほど入っておりますね。これ新しいものだと思います。これの補助率だとか

いろんなことあると思いますけれど、説明お願いしたいと思います。 

○建設課長（押村彰文君）  議長、建設課長。 

○議長（鹿島 功君）  答弁、建設課長。 

○建設課長（押村彰文君）  １１ページの土木費国庫補助金の地域活力基盤創造交

付金についてのご質問でございます。 

 実は道路特定財源の一般財源化に伴いまして、新しくできた事業でございます。

事業の内容といたしましては、平成２０年度、今年度までは地方道路整備臨時交付

金という名称で事業制度がございました。この事業制度を引き続いて、この地域活

力基盤創造交付金で行うということで大きな制度の変更点はないという具合に聞い

ております。ちなみに平成２０年度の補助率は、６０％ということでございます。

ただ、補助率につきましては、変動する可能性がございますので、あくまでも平成

２０年度は６０％だということでご理解をいただきたいと思います。 

〔 「了解」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  他にありませんか。次に進みます。次、歳出に移ります。 

総務費３０ページから６３ページまで、質疑ありませんか。 

○議員（１１番 諸遊壌司君）  議長、１１番。 

○議長（鹿島 功君）  １１番 諸遊壌司君。  

○議員（１１番 諸遊壌司君）  昨日も公共交通対策について担当課長に説明を受

けたわけでありますけれど、公共交通対策費が４，３００万ほど。 

○議長（鹿島 功君）  ページ数を言ってください。 

○議員（１１番 諸遊壌司君）  ページ数、ああ申し訳ない。４６ページでござい

ます。４６ページと４７ページでございます。 

 はい、もういっぺん言います。公共交通対策費が４，３００万ほど、そして地方

バス路線維持対策補助金２，９００万ほどございます。まあ予算もしっかり組んで

ございますけども、昨日も課長が答弁されますように、それでもやっぱり乗車率が

悪いんだという答弁だと思っています。このままだったら、やっぱり住民が存続し

てくれという運動をされても少なかったら、まあいろんなことがあると思いまして、

どうでしょうかね。町としてもっと公共バスに乗ろうよというような運動を地域の

方と一緒になって取り組む姿勢が大切ではないかと思っています。地域にもバス対

策協議会というのが、地域の住民の方で作っておられます。わたしも参加したこと

がございますけれど、それはそれで大変大切なことでいいことでいいことですけど
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も、わたしも出ましたけども、じゃあ地域の住民がバスに乗ろうというような運動

までになっていないじゃないか。バスを廃止するのは止めてくれと、ここまではわ

かります。だけど住民が乗ろうやということが、わたしは耳に届いておりませんの

で、これを町がもっと引っ張って、みんなで乗ろうや、このバスを守ろうやという

運動をしたらいかがと思いますけど、どうでしょうか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君）  諸遊議員さんのご質問にお答えをいたします。ご

指摘がございましたように、バス、路線バスの維持につきましては、事業者は採算

を一番に考えておりますし、行政は行政で公共交通の確保ということを考えており

ます。で、その事業者が考えます採算の度合いっていうのが、その補助を受けれる、

それは独立で営業が黒になればいうことはないわけですけども、町内の路線には、

そういった路線は残念ながらございません。で、それなりの補助に乗れるような乗

車密度を今何とか確保しておる状態でございます。で、ご指摘ございましたように

町内のバス路線は、何とかかんとか乗車密度をキープして補助に乗っておるという

状況でございます。特に大山地区の路線バス、路線バスはそれと、それから９号線

の下市線、観光道路線というのがあるわけですけれども、これいずれも補助に乗れ

るかどうか危ういところでございます。で、この路線を維持するには、今議員さん

ご指摘のとおりバスを利用することが一番でございます。もう町も是非そういった

ことで地域住民の皆さんと一緒にバスを利用していただいて、補助金も下げ利用率

をあげるという取り組みをやりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〔 「了解」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  他にありませんか。次に進みます。民生費６３ページから９

２ページまで、質疑ありませんか。 

○議員（４番 遠藤幸子君）  議長、４番。 

○議長（鹿島 功君）  ４番 遠藤幸子君。  

○議員（４番 遠藤幸子君）  ページ数でいきますと６４ページ、６５ページのと

ころで昨日も説明を受けましたけども、この消費者行政活性化交付金、これを使っ

てどんな事業を予定しておられるか、たとえば昨日おっしゃった職員の研修も大事

ですし、相談に来られた方の対応窓口のあり方、そういうのをちょっとお尋ねした

いと思います。 

○住民生活課長（小西広子君）  議長、住民生活課長。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君）  遠藤議員の質問にお答えしたいと思います。今非

常に世の中がそういうおれおれ詐欺であったり、振り込み詐欺であったり、それか

ら架空請求がきたとか、多重債務でお困りの方、いろいろな分野がありますけども、
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それらを職員はなかなか専門家ではありませんので、全部が窓口で対応できるとい

うところまではすぐすぐにはいかないと思いますけども、ここにこういう窓口があ

るんだよということを周知しながら、相談に来られた方については、町でできると

ころは町で、専門家である消費生活センター、それから弁護士さん等への紹介等が

できるような方法を今のところは考えております。以上です。 

○議員（４番 遠藤幸子君）  議長、４番。 

○議長（鹿島 功君）  ４番 遠藤幸子君。  

○議員（４番 遠藤幸子君）  具体的に言いますと窓口のあり方、普通のいろんな

課にいくような窓口じゃなくて、個別にちょっと、まああんまり聞かれたくない相

談だと思いますので、そういうような対応というのはどういうふうに考えていらっ

しゃるでしょう。 

○住民生活課長（小西広子君）  議長、住民生活課長。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君）  おっしゃるとおり今ある窓口では、ちょっと適当

な場所ではないという具合に考えております。で、住民生活課の窓口の後ろの方に

衝立がして二間仕切ってあります。そこで今は、年金の特別相談と受けております

ので、今のところはそこを考えておりますけども、まずそこでもまだ個人情報とか

秘密の保持ということが関わりがあるようであるならば、２階の方の会議室での対

応も今のところは考えております。 

〔 「了解」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  他にありませんか。次に移ります。衛生費９２ページから１

０３ページまで。 

 次に移ります。農林水産業費１０３ページから１２５ページまで、質疑ありませ

んか。 

○議員（１８番 沢田正己君）  議長、１８番。 

○議長（鹿島 功君）  １８番 沢田正己君。  

○議員（１８番 沢田正己君）  えーと、６９ページのですね、農業振興費の中に

新世代鳥取県…、 

○議長（鹿島 功君）  ６９ページですか。 

○議員（１８番 沢田正己君）  ああ、１０９ページです。１０９ページで次世代

鳥取梨産地育成事業で昨年は５９０いくらかあったわけですが、今年は６６万６，

０００円ほどしかありませんが、その減額になった理由と、それからもう一つ、昨

年まで農業共済の補助金が３割で１５％が果実部、あと１５％が町の補助というこ

とになっておったわけですが、去年の予算書では２０％と１０％ということで、わ

れわれも今年の総代会の中で、だいたい１０％あるだろうということで１０％の計
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画をしているわけなんですが、ところが今この予算書を見ますと、穴があくほど覗

いてみたって全然それが載っていないということ、どういうわけなんでしょうか。

そこら辺のこともをお聞きしたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  所管の委員会ではあろうと思いますが。それでは答弁をお願

いします。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  ２点ご質問いただいております。１点目の次世代

鳥取梨産地育成事業補助金であります。これ昨日の補正でも減額補正させていただ

いたところでありますが、２１年度につきましては、現在申し込みの取りまとめを

ＪＡを通じて行っておりまして、１件だけの申し込みでありますので、１件分の予

算を計上しているところであります。 

また共済補助金、ご指摘のとおり予算書に載っておりません。これは骨格予算で

ございますので、肉付け予算の中で載ってくるということでご理解をお願いしたい

と思います。  

○議長（鹿島 功君）  他にありませんか。 

○議員（１８番 沢田正己君）  議長、１８番。 

○議長（鹿島 功君）  １８番 沢田正己君。  

○議員（１８番 沢田正己君）  今の説明で今年は去年があんまり使っていないか

ら今年も減額したというような感じがするわけなんですが、世代育成資金のだいた

い内容を詳しく教えていただいて、生産者に利用を促したいと思いますので、そこ

ら辺にも一つよろしくお願いいたします。 

それから何とかこの１０％の補助金については困ったもんだというふうに考えて

おります。町長はどのようにお考えでしょうか、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。町長。 

○町長（山口隆之君）  再質問に答弁させていただきますが、次世代の方の内容は

まあ農林水産課長ですが、先ほども仕上げましたように梨の共済の補助金、これに

ついては政策的な課題だという判断をしておるようでありまして、で今回、骨格で

ありますので、したがいまして６月の本格予算のときに計上していくという考え方

でおるということでございます。その折には、１０がいいのか、１５がいいのか、

２０がいいのか、それを含めてまた検討になるんだろうというふうに思っています。 

○議長（鹿島 功君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君） 次世代鳥取梨産地育成事業の内容でございますが、

これも昨日説明をさせていただいています。再度説明をいたします。 

 これは新品種の新甘泉、なつひめの新植、改植また施設、網掛施設等、それから

潅水施設、排水施設、また防除機械に対しましての補助事業であります。 

新植、改植につきましては、県の補助が３分の２であります。同じく網掛施設等
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につきましても３分の２の補助であります。潅水施設、それから防除機械につきま

しては県の補助率が２分の１、で町の上乗せ補助率が６分の１、という制度にいた

しております。以上です。 

○議長（鹿島 功君）  他にありませんか。 

○議員（９番 秋田美喜雄君）   議長、９番。 

○議長（鹿島 功君） ９番、秋田美喜雄君。 

○議員（９番 秋田美喜雄君）  ３点ほど伺います。ページ数で１０８ページ、農

地・水・環境の活動支援事業でどれくらいの集落が今活動されているのか、それと

それに合わせて次のページ、中山間地の直接支払いの事業で何集落ぐらい今活動さ

れているのか。それとページ数１１２、中山２期地区県営畑地帯総合整備事業、名

和もありますけど、これわたしの勉強不足は分かりませんけれど、どういう畑地総

合事業なのか教えていただきたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  議長。３点のご質問でございますが、まず１点目

の農地・水・環境保全の取り組み集落でございます。取り組み集落につきましては、

３６集落でございます。 

中山間地につきましても同じく３６集落が取り組んでおられます。ただこの中に

は両方ダブって取り組んでおられるところもございます。 

 次に中山２期の関係でございますが、県営畑総整備事業でありまして、現在下蚊

屋から畑かんの水をどんどん引いてきています。これは主に管路が主でございまし

て、給水栓でございます。そういった畑かんの管路事業の町の負担分でございます。 

○議長（鹿島 功君）  いいですか。 

○議員（９番 秋田美喜雄君）  議長、９番。  

○議長（鹿島 功君）  秋田美喜雄君。 

○議員（９番 秋田美喜雄君）今、農地・水環境と中山間のダブリ集落があるとい

うことでしたけれど、そのダブリの集落、何集落ありますか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  ４集落だと思います。 

○議員（１４番 岡田 聰君）  議長、１４番。 

○議長（鹿島 功君）  １４番 岡田 聰君。  

○議員（１４番 岡田 聰君）  １０８ページと１１０ページ辺りから出てくる２

点について、１０８ページの特定野菜等供給産地育成価格差補給事業費負担金１５

１万２，０００円。これ新しい事業だと思いますが、単なる、どういった内容なの

か、どういう野菜をどういった基準で価格補てんされるのか、ご説明をお願いいた

します。それから１１０ページ辺りから出てきます新農業水利システム保全対策工
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事に関することですが、これはどういった内容の工事なのか、ご説明お願いいたし

ます。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  ２点の質問でございます。まず１点目の特定野菜

等供給産地育成価格差補給事業費負担金であります。これにつきましては、前年度

の予算書に、当初には載っておりません。と申しますのは、これ全国的な組織の協

会がございまして、その中で野菜価格が下落した場合の補てんするといった内容の

事業になっておりまして、これを基金として積み立てておきましてその中から補て

んをするといった内容であります。で、昨年の当初につきましては、これまで基金

は積立たものの中で、間に合うだろうということで、協会の方から当初については、

計上しなくてもよろしいという内容でございましたが、途中でそういった補てん金

が増えたということで補正をいたしております。従いまして、新規でございません

で、例年積立あるいは負担金として、納付をいたしておるものであります。これに

つきましては、ブロッコリーとスイートコーンであります。 

 次に、新農水でございますが、新農業水利システム保全対策事業につきましては、

これも継続事業であります。で、特に現在あります既存の農業施設水路、あるいは

桶門、こういったものを補修、新設といった内容のものでございまして、２１年度

につきましては、６カ所を現在予定をいたしております。このうち３年計画で行っ

てきておる部分もありますし、また新規のものもあります。以上です。 

○議長（鹿島 功君）  他にありませんか。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長、２０番。 

○議長（鹿島 功君）  ２０番 西山富三郎君。  

○議員（２０番 西山富三郎君）  １０９ページです。一番下の畜産業費、謝礼金

１２万９，０００円、公害防止対策協議会委員謝礼とありますが、どこの集落です

か。集落、部落が何集落ありますか。住民の方はだいたいどれくらいおられますか。

それからこの協議会はどんな活動をしておられますか。これ従来からあるように記

憶しておりますが、無駄な投資でしょうか。行政上出さなきゃならないという積極

的な根拠をですね、そのようなものをご説明願いたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  畜産業費の公害防止対策協議会委員謝礼でござい

ます。これは小竹、旧名和町の小竹以東の集落になります。小竹、峯小竹、上木料、

下木料、上前谷、下前谷、それから楽仙、陣構といったことで、小竹の畜産団地の

周辺に位置します部落の中で組織をされております公害対策協議会でございます。

で、建設当時に公害防止協定等締結をしておりますが、その中で施設供用後の監視

ということで、対策委員会が設けられております。で、委員会の方で毎年、年２回
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施設の中の立ち入り、そして施設者からの説明を求め、また周辺を現地を一緒に歩

きまして、指摘事項等あればということで、その後中で会議室でそれぞれ集計をい

たしまして、要望事項、また改善要望事項等ありましたら協議をするといった内容

のものでございます。で、年に２回でございますが、委員さん２８名ございますが、

前年度並みで３０名分を費用弁償という形で計上いたしております。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長、２０番。 

○議長（鹿島 功君）  ２０番 西山富三郎君。  

○議員（２０番 西山富三郎君）  町長も地元の人ですな。あなたも地元関係者で

すな。これは食肉団地ができたことから、発生しておるんですか。食肉団地は、町

内の誘致企業みたいなものであるし、われわれも名和町時代にですね、積極的に応

援した経過もありますですね。やっぱり企業と住民がこう年に２回ぐらい会合をも

ってですね、いろいろなことを協議するっていうことは、大事なことだと思います

よ、大事のことだと思いますね。あれですか。もっと具体的なことを言えば、どの

ように地域の活性化に役立ち、委員さんはどんな進言等をされているんですか。そ

の辺をちょっと具体的に。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  地域の活性化というご質問でありますが、まず施

設が畜産団地でありますので、できたあと放流水の問題等地域住民の方の不安を

個々に持っておられる部分があると思います。そういったことに関しては、委員会

と町、それから施設者ということで、年２回現地を視察あるいは協議をしながら監

視をしていくといった内容でおります。放流水につきましても、水質試験を毎月行

っておりますし、下流河川についても監視をしながら進めていくところでございま

す。以上です。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長、もう１点。 

○議長（鹿島 功君）  ２０番 西山富三郎君。  

○議員（２０番 西山富三郎君）  あ、もう１回。カラスに対する要望なんかは関

係ありませんか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  この施設でのカラスということについては、特に

聞いてはおりません。カラスにつきましては、有害鳥獣対策事業の中で、それぞれ

全町で行っておりますので、特にこの施設でということは聞いておりません。 

○議員（７番 川島正寿君）  議長、７番。 

○議長（鹿島 功君）  ７番 川島正寿君。 

○議員（７番 川島正寿君）  ちょうど今質問しようとしていたところのカラスの

件が出ました。１０８ページの有害鳥獣駆除委託料、１８０万載っております。 
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その下にカラス一斉駆除委託料２３万４，０００円載っておりますが、この有害鳥

獣駆除委託料というのは、どういった内容ですか。鳥は、有害鳥獣のこれ、どこに

委託されるのでしょうか。 

 それからもう１点、１０７ページのこれも報償費で、イノシシ捕獲奨励金で１万

円掛ける２７頭、なっておりますし、その下の３，０００円掛ける１０頭となって

おりますが、この差。それから最近耳にしますのが、ヌートリアが多く出没すると

いうことで、これの対策費はどこの項目に含まれておりますか、以上お願します。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  有害鳥獣対策事業の委託内容であります。まず有

害鳥獣につきましては、イノシシ、ヌートリア、カラスということにいたしており

ます。まず、イノシシにつきましては、捕獲奨励金ということで、県から２分の１

の補助をもらいまして、捕獲に対します奨励金を支出いたしてます。またヌートリ

アも同じく捕獲に対する奨励金ということで支出いたしております。 

 それから委託金といたしましては、カラスの箱罠の管理、これの委託料、また一

斉駆除も行っています。これに対します委託金であります。あとは需用費といたし

まして、カラスの箱罠のえさ代ということになります。 

また、被害防止柵の設置というものもございます。これはイノシシの被害を防ぐ

ための電気柵の設置事業というものが中に入っております。予算書の中のイノシシ

の捕獲奨励金１万円かける２７頭、それから３，０００円掛ける１０頭ということ

でありますが、１万円がイノシシの捕獲に対するものでありまして、３，０００円

がヌートリアの捕獲に対するものであります。以上です。 

○議長（鹿島 功君）  他に。 

○議員（７番 川島正寿君）  議長。 

○議長（鹿島 功君）  ７番 川島正寿君。 

○議員（７番 川島正寿君）  ３，０００円というのがヌートリアだと言われまし

たですが、従来は１，０００円だと聞きましたが、今年は値上げされましたですか。

大変処理にも大変に、袋がすると大きいし、ビニールに入れて可燃ごみに出すとい

うようなことを聞いておりましたですが、今年は値上げをされたわけなんですか。

いかがでしょう。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  いや、今年値上げをしたということではありませ

ん。従来から３，０００円、近年は３，０００円という認識であります。 

○議員（１８番 沢田正己君）  議長、１８番。 

○議長（鹿島 功君）  １８番 沢田正己君。 

○議員（１８番 沢田正己君）  農地費の中の１１２ページ…。 
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○議長（鹿島 功君）  ええー、ちょっと沢田正己君と言いましたが、農業関係の時

には、一つ抑えていただきたいと思いますが、これが２回目になりますので、１項

目のときにしていただくようにお願いしたんですけれど。 

○議員（１８番 沢田正己君）  そういうふうに思っておったんですけど、まあと

にかくこりゃあ聞いてみなならんという考え方で。１１２ページの中山２期地区県

営畑地帯総合整備事業で大金が５，２５０万あるわけなんですが、これはいったい

どこのどういうことの事業なのか教えていただきたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  先ほどもご質問いただいた同じ内容だと思ってい

ますけれど、中山地区につきましては、畑かんの整備でございまして、管路でござ

います。報国、羽田井工区の管路が約３，０００㍍、それからファームポンドが１

基ございます。それから八重工区で測量設計と用地売収補償といった内容、それか

ら農道整備につきましては、報国幹線１号の測量設計２２００メートルと用地売収

補償が中山地区の内容でございます。 

○議長（鹿島 功君） 質疑につきましては、議員さんの権利ではございますけれど、

同じ、前に答えられたことと同じことでございますので、よく聞いて質問していた

だきますようによろしくお願いしたいと思います。１４番、岡田 聰君。 

○議員（１４番 岡田 聰君）  １０９ページの畜産業費、前年度予算に比べて２

３６万５，０００円の減額になっております。前年度は…。 

〔 「休憩」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 休憩します。 

（午前１１時２３分） 

（午前１１時２４分） 

○議長（鹿島 功君）  再開いたします。１４番ありますか。 

○議員（１４番 岡田 聰君）  はい。 

○議長（鹿島 功君）  １４番 岡田 聰君。 

○議員（１４番 岡田 聰君）  １０９ページの畜産業費、前年度予算に比べて２

３６万５，０００円の減額、確か前年度までは、和牛の優良雌牛導入補助金かとい

うようなものがあったように記憶しておりますが、２１年度予算はそういうものが

ございませんが、その点についてご説明をお願いいたします。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  畜産関係の和牛の優良雌牛の購入の補助事業また

合わせまして、優良精液の導入補助事業というのもございます。で、今回の予算骨

格予算でございまして、政策にかかる分については載っておりません。従いまして

６月になりますか、肉付けの方で載せるところです。 
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○議員（１４番 岡田 聰君）  了解しました。 

○議員（８番 岩井美保子君）  議長、８番。 

○議長（鹿島 功君）  ８番 岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君）  １１３ページになります。繰出金として農業集落

排水事業特別会計の方に３億８，９００万ほど挙げてあります。これは接続する人

が今までしていなくて、こういうことになっていると思いますが、今年度は、２１

年度はどれくらいの接続を見込んでいらっしゃいますでしょうか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君）  農業集落排水の関係につきましては、水道課の方

になりますので、水道課長の方から答弁いたします。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君）  ただいまのご質問でございます。３億数千万の繰出金

だということでございますが、これは現在借入をいたしております起債償還の補助

金を受けておるということでございますので、加入の増減でどうこうということで

はございませんので、そのようにご理解を願いたいと思います。以上です。 

〔 「了解」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  他にありませんか。次に移ります。商工費１２５ページから

１３２ページまで、質疑ありませんか。 

○議員（３番 吉原美智恵君）  議長、３番。 

○議長（鹿島 功君）  ３番 吉原美智恵君。 

○議員（３番 吉原美智恵君）  １３１ページになります。大山ギャラリーの運営

負担金が１７０万とありますが、この内訳どのような負担をされておるんでしょう

か、内容を教えていただきたいと思います。それからその下に、モンベルフレンド

タウン負担金とあります。この内容も教えていただきたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。 

○大山振興課長（福留弘明君）  議長、大山振興課長。 

○議長（鹿島 功君）  大山振興課長。 

○大山振興課長（福留弘明君）  ただいまのご質問にお答えいたします。大山参道

ギャラリーの運営負担金の内容ということでございますが、大山の参道に設置して

おります参道ギャラリーの運営につきましては、地元の自治会、そして参道振興会

の皆さん方、観光協会も含めまして運営委員会を組織して運営をしているところで

ありますが、その経費の町の負担金ということで１７０万円をお願いをするところ

であります。事業費はこの倍近くになるものと思われます。まだこれからでござい

ますけれども、ますが、その主といたしましては、施設の光熱水費、それと管理人

の人件費が主なものということになります。 
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続きましてモンベルフレンドタウン負担金でございますが、大山にモンベルの直

営店が出店されたことに伴いまして、本町もモンベルのフレンドタウンということ

で、いわゆる協賛組織といいますか、活用組織に加盟をいたしております。こちら

の方のいわゆる年会費といいましょうか、そういった経費でありまして、このフレ

ンドタウンに加盟することによりまして、モンベル社が全国の十数万人、現在２０

万人近くなりました会員さんに送られます会報等にこの大山の紹介がしていただけ

る、あるいはモンベルが開かれます各種イベントに大山町として参加をして大山の

ＰＲをすることができるといった性格のものであります。 

○議員（３番 吉原美智恵君）  議長、３番。 

○議長（鹿島 功君）  ３番 吉原美智恵君。 

○議員（３番 吉原美智恵君）  モンベルフレンドタウン負担金は了解しました。

ギャラリーの運営についてですけれども、ギャラリーの運営委員会っていうのは大

山寺の方のようですが、とにかくこういうせっかくできたギャラリーです。そして

モンベルは大変賑わっているみたいですけれどもが、そのモンベルのお客様が、じ

ゃあ大山寺の方に向かうのか、そのまま岸本の方に行ってしまうのか、そういう流

れというものがあるかと思います。 

で、ギャラリーがまた魅力的な施設であれば、わたしも兼ねてからいつも言ってい

ますけれども、流れが大山寺の方に向かう可能性もありますので、かなり重要では

ないかと思います。その点について、やっぱり運営についても少し町としても助言

してもいいんじゃないかと思うんですけれども。前も言いましたように、今は森本

画伯の黒牛の絵がどーんとありますけれども、やはり大山町の中に芸術家がたくさ

んおられます。県展に出されたり、大阪でなかった米子市美術館に出されたりしま

すね。そういう絵のやっぱりその人たちの本当の愛情作品なんかを出してもらって

飾ってみたり、やっぱり絵の愛好家っていうのもあるわけですから、その方が大山

町民であっても大山寺に上がるということも大事ではないかと思います。その辺で

もう少し、運営に関して助言をされたりする、そういうような気持ちはありますで

しょうか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。大山振興課長。 

○大山振興課長（福留弘明君）  ただいまご提言をいただいております。確かに運

営委員会で事業を行っていただくわけでありますが、大山町もその経費的な面も含

めまして重要なメンバーであると認識しております。近く運営委員会が招集される

というふうには伺っておりますけれども、そうした事業計画の中で、この施設もっ

と活用できるように町の方からも積極的に提言してまいりたいと思います。以上で

す。 

○議員（１７番 野口俊明君）  議長、１７番。 
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○議長（鹿島 功君）  １７番 野口俊明君。 

○議員（１７番 野口俊明君）  １２５ページ、賃金のところで全て緊急雇用創出

事業ということになっております。嘱託、臨時作業員等の。この人の職務内容、人

数等を教えていただきたいと思います。なるべく詳しく、また再質問したら、ポロ

リポロリいろんなことが出てくるということがないようによろしくお願いいたしま

す。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。観光商工課長。 

○観光商工課長（小谷正寿君）  えーと緊急雇用の賃金についてのお尋ねでござい

ます。 

まず、詳しくということですけど、本当に詳しくやってよろしいんでしょうか。

はい、詳しくやらせていただきます。かなりありまして、まず嘱託職員賃金という

ことではですね、１番目としまして、認知症を地域で見守る活動推進事業嘱託職員

賃金ということでございます。これはまあ福祉課の関係でございます。一人の人が

６ヶ月間、それを２回繰り返して行うということで２００万４，０００円、それか

ら２番目といたしまして、認知症を地域で見守る活動推進事業嘱託職員通勤手当、

あ、これは通勤手当か、１０万７，０００円。臨時職員賃金としましては、食育計

画の策定の賃金が５０万８，０００円。路線バスの利用実態調査の賃金が１８１万

２，０００円、町営バスの利用実態調査の臨時職員賃金が４８万４，０００円。農

家台帳整備事業の臨時職員賃金が２３０万４，０００円、あと作業員賃金としまし

て、町道農道等の維持作業賃金でございますが５３７万６，０００円、以上でござ

います。 

○議員（１７番 野口俊明君）  議長、１７番。 

○議長（鹿島 功君）  １７番 野口俊明君。 

○議員（１７番 野口俊明君）  この人たちは現在使われていない人を今後４月か

ら使うということですね、そこら辺のこと。あの現状ずっと使っていく予定の人で

なしに新しい人なんでしょうか。そこら辺のことを教えていただきたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。観光商工課長。 

○観光商工課長（小谷正寿君）  この事業は新しい雇用を生み出す事業に特定され

ておりますので、町の新規の事業ということでございます。 

○議員（９番 秋田美喜雄君）  議長、９番。 

○議長（鹿島 功君）  ９番 秋田美喜雄君。 

○議員（９番 秋田美喜雄君君）  ただいま野口議員さんの方からちょっと質問が

出ましたので、関連してお聞きしますけれど、今緊急雇用の中でチェーンソーとか、

草刈機とか購入させるようになっていますけれど、たぶん道路維持管理に対して、

それを町が作業員の方に貸し出して、そのために購入されると想像するんですけど、
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まあ草刈機は別として、チェーンソーというのは資格がないと使えんものじゃない

のかなと思ったりしますが、その辺どうですか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。観光商工課長でないですか。はい、建設課長。 

○建設課長（押村彰文君）  今、予算が計上してあります備品購入の中でチェーン

ソー、草刈機、計上してございます。これは秋田議員さんおっしゃったとおり、緊

急雇用の作業員に貸し出すというものでございますが、今ご質問の中に、チェーン

ソーについても資格がいるんじゃないかという質問ですが、ちょっとその辺につい

て私が存じておりません。わたしの考えでは、資格がいるとすれば有資格者を採用

していきたいと思っています。以上でございます。 

○議長（鹿島 功君）  いいですか。商工費、次に移ります。 

○議員（１３番 小原力三君）  議長、１３番。 

○議長（鹿島 功君）  １３番、商工費ですか。 

○議員（１３番 小原力三君）  はい。 

○議長（鹿島 功君）  小原力三君。 

○議員（１３番 小原力三君）  はい、１３０ページから１３１ページになろうと

思いますけれども、今の大山口市これから４月の始めの日曜日にね、もうすぐです

けども始まる大山口賑わいますし、昔は農具市ということで、今大変賑わっている

おるところでございます。町長もご承知のとおりだと思います。 

 そこで皆さん方に大山口市の負担金といいますか、それに載っておりませんが、

これはどこを見たらいいか教えていただきたいというふうに思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君）  小原議員さんのご質問にお答えさせていただきま

す。大山口市の補助金につきましては例年通り２０万、企画費の中で計上してござ

います。以上でございます。 

○議長（鹿島 功君）  他にありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 次に移ります。土木費１３２ページから１４１ページまで、

質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  次、消防費１４１ページから１４４ページまで、質疑あり

ませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  次、教育費１４４ページから１８３ページまで、質疑あり

ませんか。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長、２０番。 
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○議長（鹿島 功君）  ２０番、西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  １７４ページです。文化財の試掘調査事業、作

業員等の賃金が載せられておるんです。約１，０００万、作業員の方も不況化です

から応募者が多いと思います。過去の例をみますと、年金をもらっている夫婦が出

ているのに、生活が非常に苦しい人が落ちているとか、アンバランスが特にありま

して、この試験に応募した方は、いろいろな方にお願いして問題が大きくなったと

いうこともあります。中にはそのようなことにたけて、裏で細工をしたんじゃない

かというような風評が流れましてですね、有力者の方がですね、県や町とお話した

という経過があったようです。そのように応募者の、あらゆるプライベートのこと

は問題ですけれど、内容を見ながら世間が納得するような作業員の選定方法をです

ね考えていますか。どうですか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。 

○社会教育課長（小西正記君）  議長、社会教育課長。 

○議長（鹿島 功君）  社会教育課長。 

○社会教育課長（小西正記君）  作業員さんの募集につきましては、平成２０年度

募集したところ、定員に満たないという状況でございました。今年度も発掘箇所、

高規格道路の発掘箇所等もたくさんございますので、応募を積極的にしていただき

たいというふうに思っております。以上です。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長、２０番。 

○議長（鹿島 功君）  ２０番、西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  昨年は応募者が少なかったということですけれ

ど、過去の例からしても行政不信を誘った経過がたくさんあるんです。中には、鳥

取県でも採用される、大山町でも採用されてですね、問題になっておる。県も町も

落ちたものがおってですね、金儲けができないで悩んでいるのにですね、数名の方

がですね、県と町の採用されて大きな顔して出るということで、私が怒って、「何て

いうことをするんか」といった経過もあるんですよ。選定については、不公平のな

いようにやっていただけますな。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。 

○社会教育課長（小西正記君）  議長、社会教育課長。 

○議長（鹿島 功君）  社会教育課長。 

○社会教育課長（小西正記君）  不公平のないように取り扱いいたします。 

○議長（鹿島 功君）  他にありませんか。１６番、椎木 学君。 

○議員（１６番 椎木 学君）  １５７ページ、小学校耐震工事の設計監理でござ

いますが、これは西小というふうに理解しておりますけども、これは大規模改修と

いうことを前提の予算組みなのでしょうかということと、赤松分校につきまして、
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新年度から赤松分校に児童を帰すという話があるようでございますが、この使用料

及び賃貸料の赤松分校体育館間仕切、これについて説明願いたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。 

○学校教育課長（西田恵子君） 議長、学校教育課長。 

○議長（鹿島 功君）  学校教育課長。 

○学校教育課長（西田恵子君）  １５７ページの小学校施設整備のところで、大山

西小の大規模改修工事の設計委託料でございます。 

それと次の使用料及び賃借料で、赤松分校の間仕切のボードリース料は、一応１

年間を見込んで予算をたてております。以上です。 

○議員（１６番 椎木 学君） 議長。 

○議長（鹿島 功君）  １６番、椎木 学君。 

○議員（１６番 椎木 学君）  耐震工事につきましては、これは取り合えず西小

を先行して１校だけということで理解してよろしいでしょうか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。学校教育課長。 

○学校教育課長（西田恵子君）  はいそのとおりです。 

○議長（鹿島 功君）  他にありませんね。次に進みます。災害復旧費１８４ペー

ジから最後まで、質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） それでは、一般会計予算全般について、質疑ありませんか。 

○議員（２番 西尾寿博君）  議長。 

○議長（鹿島 功君）  ２番 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君）  全体的な、全般的な考え方をお聞きしたいと思いま

す。税金のことですけども、町税がですね、昨年よりも見積もりでいいますと、取

れるというようなことになっていますが、この不景気の中にですね、他の税金はだ

いたい全部下がっております。この町税だけが取れるのかな、逆に給与、これ下が

るような予想もありますし、雇用が減るという予想もあります。まして企業もです

ね、下請けあるいは孫請け、どんどん悪くなる、もう予想が出ています。そういっ

たためにですね、経済対策緊急予算のようなものも出しておるわけですが、大山町

においては、収入は、この町税だけは取れるという根拠が聞きたい。 

まして全般的な、ほとんど下がっているのにこれだけなんでなのかな。付随して

これみんな連結しているわけですよね、自動車もそれ。みんなそうなのに、これだ

けがとれるという、それが分からない。説明をお願いします。 

○税務課長（中田豊三君）  議長、税務課長 

○議長（鹿島 功君）  税務課長。 

○税務課長（中田豊三君）  町税のご質問でございますけれども、住民税、それか
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ら、の中で個人の住民税、それから法人住民税、こちらの方が前年より多くなって

おります。まず個人の住民税でございますけれども、この不況下でございますので、  

一般的には２０年度よりも２１年度が少なくなるとやはりそうわたしも考ておりま

すけれども、まず２０年度の予算の見積もりでございますけれども、これは１９年

度を元に２０年度の予算を算出いたしまして、２０年度の予算を組んでおりまして、

これがちょっと低く見積もられておりました関係で、２０年度の予算と同じよりも

多くしてもですね、実際の２０年度に入ってくる税額の見込みですけれど、は、多

くなるというふうに試算いたしましてこのような金額を計上させていただきました

しだいでございます。 

○議員（２番 西尾寿博君）  議長、２番。 

○議長（鹿島 功君）  ２番 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君）  今の説明で分かった方が何人おられるかな。どう思

われます？。分かったと思いますか。１９年度をベースにした金額を挙げたと。ど

ういう意味かな、実はよく分かりませんが、まあいいです。あのですね、これ２１

年度なんですよね。まして昨年のですね９月までは良かった経済がたった２ヶ月ほ

どでこんなに悪くなる。あるいはもう半年になりました。なりますよね、これいい

話はまだ出てきません。そのようなことは全然配慮せずに、１９年度のやつを考え

ながらやっておるということですかね。そのようなことはね、いかにも何かね、公

務員的発想というか、数字合わせしか見えませんけど、もう一度お願いします。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。税務課長。 

○税務課長（中田豊三君）  はい、ちょっと説明不足のこともございましたけれど

も個人住民税につきましては、平成１６年度に税源移譲になりまして、この関係で

５％から１０％になったということでございまして、その時の見積もりました税額

が、それだけ多く、まあちょっと捉えられなかったということで、２０年度の予算

が終わる、１９年度はまだ予算の見積もり段階では、まだどれくらい入るか最終的

な見積もりができておりませんので、１９年度をベースに２０年度は、予算を計上

させていただいたということでございまして、税源移譲の関係でまあそれがちょっ

とずっと続いておりまして低く見積もっておりましたのが、それで全体的には、今

回は２１年度は少なくなるという一般的には考えられますけれども、前年並みとい

うことで計上はさしていただきましたところでございます。 

○議員（２番 西尾寿博君）  議長、２番。 

○議長（鹿島 功君）  ２番 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君）  町民税、個人の話でしょうか。法人の関係は、それ

もないですね。なぜかこれ、どう考えてもね、そんなに上がるように思えませんけ

どね。法人の話もしてほしいなと、これが最後ですんで、まあ後でまたしたいなと
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思っていますけど。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。税務課長。 

○税務課長（中田豊三君）  法人の住民税につきましては、ちょっと答弁漏らして

おりましたけれど、今回の３月の補正予算で法人住民税につきましては、法人税割

をちょっと今手元に予算書を持って上がっておりませんので、ちょっとあれですけ

れども１，０００万以上増額いたしております。これも平成２０年度の見積もりが

かなり低うございまして、それで今回平成２０年度は、増額させていただいたと、

いうことでございまして、平成２０年度の予算を計上さしていただく、２１年度に

つきましても伸びはしておりますけれども、きのうちょっとご説明はいたしました

けれども、３．９％４０９万円の増に見込んでおりますけれど、これも２０年度の

計上額が、見積もりが低くかったということでご理解をいただきたいと思います。

２０年度は補正で増額をいたしております。以上でございます。  

○議員（１番 近藤大介君）  議長、１番。 

○議長（鹿島 功君）  １番 近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君）  今回の予算は４月に選挙も控えておりますので、提

案理由の説明にもありましたように、２１年度予算は骨格予算ということで、一年

間の基本的な計上支出が主であがっておりますから、そう大きく前年と変わったこ

ともなく、聞く部分も少ないわけですけれども、ただ若干昨日説明も頂きましたが、

職員給与の話でございます。 

一応予算書でいけば１８６ページの方になるわけですけれど、全体で９１億円の

予算の中で職員給与が、今年度約１７億を占めます。前年度に比べて９，０００万

ほど増えました。まあこれは合併して以降ですね、職員の方には３％の給与カット

がしてあったわけですけれども、あくまでも現在の山口町長と職員との合意という

ことで、平成２０年度限りで一旦はそれが終わるということの取り決めによるもの

だったというふうにも理解はしております。ただ何度も出ておりますように、今般、

非常に景気が悪くなっているという状況の中で、実質的に大山町役場の職員の給料、

実質的に引き揚げるような段階では到底ないわけでございます。そういった中でで

すね、これはあくまで骨格予算だということではあろうかと思いますが、一応平成

２１年度の職員の人件費についての基本的な考え方について改めて説明をお願いし

ます。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。総務課長。 

○総務課長（田中 豊君）  ただいまのご質問でございます。総額の増になった部

分につきましては、説明をさせていただいたところであります。で、３％カットの

部分の基本的な考え方だろうかと思いますけれども、事務的と言いますか、組合と

の話もございます。そういった部分で選挙後、新しい首長の下での考え方になろう
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かと思いますが、現在の経済情勢の部分につきましては、組合も理解はしておると

思っておりますし、そういう部分ではカットの何％になるか分かりませんけれども、

そういう交渉を進めて人件費の抑制ということは考えていくことだろうとわたしも

考えております。 

○議員（１番 近藤大介君）  議長、１番。 

○議長（鹿島 功君）  １番 近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君）  まあこの職員の給与の問題については、１２月定例

会でも若干一般質問でさせていただいたところでありまして、まあその時は町長も

やはり４月、選挙が終わってから考えることとなるだろうというご答弁でありまし

た。既に町長も次期再選を表明しておられるわけでございます。今財政を預かられ

る総務課長の方からやはり引き下げといいますか、の方向で検討せざるを得ない状

況だろうという、財政を預かる課長の方からの考え方もありましたけれども、まあ

４月以降といってもそれが１２月なのか年度末なのか。あるいは即選挙が終わって

からそういう取り組みをするのかというところもあろうかと思います。町長ご自身

のお考え方、改めてお尋ねをいたします。いかがお考えでしょうか。 

○議長（鹿島 功君）  町長。 

○町長（山口隆之君）  非常に難しいご質問だとある意味では思ってはおりますけ

れども、先ほどらいから申し上げておりますように、職員の給与カット、実際職員

の給与は非常に今抑制をされてきております。カットはなくてもほとんど昇給はな

いという形の中で、公務員の給与というのは、本当に、今相当、若年層は少し上が

ってますけれど、中くらいから上の方の職員というのは、ずーと昇給なしでありま

すから、そういった意味ではずっと抑制をされてきておるのが、現状ではあります。 

で、そういった中で更にわたしと職員の皆さんとの合意の中で、ずっと職員は３％、

特別職はわたしが１０、それから副町長が９のそれから教育長が８ということでず

っと減額をしてまいりました。これがいずれにしてもやはり目的をもって職員の皆

さんとも、目的をもった給与カットということで、それを起債の償還に充てると、

借金を減らすため充てようということの中で、そういった使途の元で同じ思いでこ

れに取り組んできたわけであります。それはやはりわたしの任期の間、ということ

でありましたので、わたしの責任をもってお約束できる３月まで、年度末までとい

うことで、一応その期間は終わるんだろうというふうに思っております。 

 したがってこれからの先の、職員給与のあり方、まあこれは職員給与の一応給与

の人事院勧告なりの勧告を元に、だいたい公務員の給与水準というものを検討する

中で、労使合意の中で今の給与というものを決めておるわけでありますから、それ

が元になるわけであります。で、それをさらにいくらか削減するのかどうなのか、

カットするのかどうなのか、基本給は基本で基本的な公務員のだいたいここら辺の
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給与、このくらいだろうというのはある程度、合意の中で決めて、さらにそれから

状況によって削減していくのが、要は独自のカットなわけでありますから、ですか

らそこについては、一方的にできることではないというふうに思っております。 

したがってそのことについては、改めてやはり労使の中で職員の皆さんと、ある

いは任命権者等の中で議論をし、議会の皆さんのご承認をいただくことになるんだ

ろうというふうに思っておりますので、今のこの経済情勢なり、雇用の状態という

のは充分にわたしどもも理解はしておるところでありますし、職員の皆さんもご理

解はしておられるというふうに思っておりますけれど、そのことを給料カットとい

う形の中で答えていくのかどうなのか、対応していくのかどうなのか、そのことも

含めてやはりわたしは次の責任のある立場になった時に、やはりきちっと議論すべ

き課題だろうというふうに思っておるところであります。 

○議員（１番 近藤大介君）  議長。 

○議長（鹿島 功君）  時間になりましたが、ここで休憩に入りたいと思いますが、

どうですか、まだありますか。１番、近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君）  短くじゃあすみません。再度確認でございます。町

長もおそらく職員の皆さんも今般の状況というのは充分ご認識だろうとは思います

が、改めてね、職員雇用については労使の協調、協力というのもまあこれはひとつ

大きな基本ではありますが、そうは言っても今の民間の状況では、年配の方でも給

料が２割３割カットされる民間企業も決して珍しくありません。リストラもありま

す。そういう状況、充分ご認識をいただいた上で、もし仮に町長が次、当選された

場合は、早期に取り組むお考えはおありなのでしょうね、ということで、その辺の

確認をお願いいたします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君）  議長。先ほど答弁申し上げたとおりでございますので、で

すから責任ある立場になってその時にやはりお互いが、やはりその目的というもの

をですね、お互いを確認し合っていかなければ、一方的なこちらからの押し付けと

いうこといでは逆に労働意欲も失ってしまいますし、せっかくの原資を活用してい

くという意味の中でやはり問題があると思っておりますので、やはりそういった立

場になってからきちっと今のその状況をお互いに確認しあいながら議論をしていく、

そういうことだろうというふうに思っているところであります。 

○議員（１番 近藤大介君）  了解です。 

○議長（鹿島 功君）  これで質疑を終わります。議案第２８号の質疑をこれで終了

いたします。 

 ここで暫時休憩をいたします。再開は１３時からにしたいと思います。 

午後１２時２分 休憩  
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────────────────・───・───────────────── 

午後１時 再開 

日程第１８ 議案第２９号 

○議長（鹿島 功君）  再開いたします。 

日程第１８、議案第２９号 平成２１年度大山町土地取得特別会計予算を議題にし

ます。これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑はありま

せんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第２９号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第１９ 議案第３０号 

○議長（鹿島 功君）  日程第１９、議案第３０号 平成２１年度大山町住宅新築資

金等貸付事業特別会計予算を議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑はありません

か。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第３０号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２０ 議案第３１号 

○議長（鹿島 功君）  日程第２０、議案第３１号 平成２１年度大山町開拓専用水

道特別会計予算を議題にします。これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般

に行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第３１号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２１ 議案第３２号 

○議長（鹿島 功君）  日程第２１、議案第３２号 平成２１年度大山町地域休養施

設特別会計予算を議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑はありません

か。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第３２号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

 日程第２２ 議案第３３号 

○議長（鹿島 功君）  日程第２２、議案第３３号 平成２１年度大山町老人居室整
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備資金及び障害者住宅整備資金貸付事業特別会計予算を議題にします。質疑は、歳

入歳出全般に行います。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第３３号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２３ 議案第３４号 

○議長（鹿島 功君）日程第２３、議案第３４号 平成２１年度大山町簡易水道事業

特別会計予算を議題にします。これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に

行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第３４号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２４ 議案第３５号 

○議長（鹿島 功君）  日程第２４、議案第３５号 平成２１年度大山町国民健康保

険特別会計予算を議題にします。これから質疑を行います。まず、歳入から質疑を

行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  次、歳出に移ります。質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第３５号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２５ 議案第３６号 

○議長（鹿島 功君）  日程第２５、議案第３６号 平成２１年度大山町国民健康保

険診療所特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑はありません

か。 

○議員（１番 近藤大介君）  議長、１番。 

○議長（鹿島 功君）  １番 近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君）  診療所の特別会計について、歳入歳出全般に亘って

亘る関係の質問をいたします。 

町内には、今度大山口が１本になりますから３つの診療所があるわけです。今、

全国的に医者不足等もあって、自治体の公立病院の経営、いろいろ新聞・マスコミ

等でも問題になっていますが、経営が苦しいとか、医師が不足しているとかという

報道をよく見ます。大山町の診療所、今回一般会計の方からですね、まあ３つの診

療所合わせると赤字になるということで、赤字補てん４，６００万円部分も含めて
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全部で７，０００万ほど診療所の特別会計に繰り出しをしております。医療機関が

地元に充分に無いということで、町の診療所が住民の医療の問題、福祉の問題にい

ろんな面で貢献していることは当然認めるわけではありますが、その重要性がある

からといっていくらでも一般財源を注ぎ込んでいいということでも当然なかろうと

思います。町民の、あるいは近隣住民の健康を守ながらもやはり健全な経営をしっ

かりしていく必要がある、今そういう時代だと思いますが、そういった観点からで

すね、今後の診療所の健全経営についてどういうようなお考えで今回、予算を組ま

れたのか、そういった町の基本的な考え方をお尋ねします。 

○議長（鹿島 功君）  町長。 

○町長（山口隆之君）  議長。それではわたしの方から答弁させていただきます。

今、近藤議員さんがおっしゃったように、公立の診療所、これの役割というのは地

域にとって、地域住民の皆さんの健康管理やあるいは安心のため、という形の中で

大変重要な役割があるというふうには思っております。で、今回少し、一般会計か

らの繰入が増えてきておりますのは、一つの要因としては、実は今までなかったわ

けでありますけれど、事務局、事務局が今３人体制の職員配置をしております。そ

の人件費の部分が実は少し大きく関わってきていると思っております。で、そんな

に診療報酬や診療所自体の収支というのでは、赤が膨らんできているわけではない

わけでありますけれど、ただ施設の償還等は入ってまいりますので、そういった意

味ではその部分が、特に大山診療所の償還が始まってまいりますし、そういった部

分の中での経費は掛かってきてはおりますけれど、診療の報酬とそれから診療に掛

かる経費というのは、そんなに大きな赤の状況ではないということはまずはご理解

いただきたいというふうに思っています。で、診療所の事務局についても合併した

当初の中での診療所の先生方なり職員の労力を軽減して、何とか一つの考え方の中

での診療所の運営ができるようなそういった仕組みなり、あるいは大山口診療所と

大山リハビリを一つにしていくということの中でのいろんな事業がありましたので、

少しその体制を強化した部分がございますが、これについても順次、実は、これか

ら少し整理をしていかなくちゃならないなというふうに思っておりますが、当初の

予算ということで３人、今配置をしていますので、その部分が少し今年度の当初と

しては、膨らんで予算を組まざるを得なかったということがあるんだろうというふ

うに思っておりますので、そこら辺は一つご理解をいただきたいなというふうに思

っております。 

それで、あと、やはり町内に医療機関もありますし、米子の方にも近くに総合病

院とあるわけでありますけれど、公立で診療所を持っているということは、先ほど

申し上げましたような目的、あるいは議員さんおっしゃるような目的の中で必要性

は充分にわたしは理解いただけるんだろうと思っていますけれど、ただそれだけで
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はなくて、やはり町の職員として医師や看護師といった専門職が要るということは、

今度それをうまく連携していけば、その福祉保健課、今日出ましたが、介護予防だ

あるいは健康づくりだ、こういったところへの連携をはかっていくことができれば

ですね、それはまた診療所としての単独の収益だけで判断できない部分がまたそこ

の中に効果として出てくるということも期待していかなくてはならないのかなとい

うふうに思っておりますし、またそういった役割を診療所の先生やあるいは職員の

皆さんにもどんどん連携取る中でお願いをしていって、そういった効果を上げてい

く、そういうところにつなげていかなければならないのかなというふうに思ってお

るところであります。 

○議員（１番 近藤大介君）  議長、１番。 

○議長（鹿島 功君）  １番 近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君）  基本的なお考えについては概ね理解するところであ

りますけれど、何分、ほとんどのここにいる議員、わたしを含めててですが、医療

の関係については専門家ではありません。特別会計の内容についても充分なチェッ

クができないのが正直申し上げて実態であります。診療所の先生、ドクターからし

てみれば、気持ちとしては、診療所に来られる患者の方々に最善の医療を施したい、

それが当然医者の、ドクターの方として当然といいますか、そうだろうと思うわけ

ですけれども、とは言え、例えば薬を、高い薬がよく効くとは限らないかもしれま

せんけれど、どんどん薬を出せばいいというもんでもないでしょうし、最新の検査

機械、あったらあったにこしたことはないけれども、その、どうしても費用対効果

もあろうと思います。そういった部分で、こういったまちの診療所としての適正な

医療設備とはどの程度のものなのか、そういったことについてなかなか我々は判断

しにくい部分が実際多いところなわけでして、そういった部分で診療されるのはド

クター、先生ではありますが、健全なところで経営するというのはやはり町、行政

の立場だというふうに思うわけで、まあ数年前から専門の、っていうか専属の事務

局長なりも置いとるわけですが、やはり置かれる事務局長も一般の事務職員といい

ますか、行政の役場の職員なわけですから、なかなかある程度研修なり、それ専門

の知識を学んでいただかないと、ドクターとのそういうコミュニケーションといい

ますか、ここまでやろうやとか、これぐらいでもういいじゃないかとか、いうよう

な判断をするのも難しい部分があろうかと思います。そういった部分でいろんな研

修も必要じゃないかなとわたしなんか思うんですけれど、そういったところはなさ

っておられるのかどうか、これも確認としてお尋ねをいたします。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。 

○診療所事務局長（斎藤 淳君）  議長、診療所事務局長。 

○議長（鹿島 功君）  診療所事務局長。 
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○診療所事務局長（斎藤 淳君）  ただいまの近藤議員の再質問でございますけれ

ど、まず適正な医療設備がどの程度かということでありますが、まあ町内３つの診

療所、それぞれ同じような診療内容で旧大山町の大山地区、それから大山口そして

名和と、４月以降は３カ所ということになりますけれど、そこで行っております。

まあ名和、大山口につきましては、設備投資そのものは外来診療を当初から行って

きておりますので、過大な投資にはなっていないというふうに思います。適正な投

資が行われているんではないかなと、設備投資が行われているとわたしは理解して

おりますが、大山診療所につきましては、元々入院を行っていた、更に、施設介護

も行っていたというふうなことがございまして、で、そのことを現在休止している

ことが、昨年の５月からですね、ございまして、施設規模に見合った業務ができて

いないということが、まあ一つ大きな赤字になっている要因にもなっているのかな

というふうに思います。これは医療スタッフ、特に医師が大変不足しているという

状況の中で、何とか、大山地区のですね、地域医療を支えてやろうというドクター

に来てもらって、外来を行ってるというふうなことで、今の大山診療所を継続して

いるという現状なわけでありまして、なかなかそこらのことを考えますと、今の大

山診療所の施設規模に見合った診療所を再開するのは、なかなか困難なのかなとい

うふうに感じております。 

それからもう一点、ドクターとのコミュニケーション、事務局長としてきちんと

対応しているのかというふうな趣旨のご質問ではないかというふうに思いますけれ

ど、やはりドクターだけではなくて、医療スタッフ、看護師あるいは技師、そうい

った人とのコミュニケーションをはかりながら、やはり皆さん一生懸命診療に携わ

っていただいている、その取り組みを支えるような、そういう気持ちで事務局とし

てもこれから診療所を盛り上げていかなければならないと思いますし、専門的な見

識というものをですね、今後高めていく必要はあるのかなとそういった中から健全

経営というものを、きちんと見据えていく、そういう取り組みにしていきたいとい

うふうに考えております。以上です。 

○議員（１番 近藤大介君）  了解です。 

○議員（１１番 諸遊壌司君）  議長、１１番。 

○議長（鹿島 功君）  １１番 諸遊壌司君。 

○議員（１１番 諸遊壌司君）  先ほど近藤議員の質問に対して町長や斎藤局長が

お答えになりましたけども、わたしはね、１ページの総括の歳入をみますと、診療

収入が、前年度が４億６，６００万ほど、本年度が３億５，８００万、もうこの時

点で診療収入が１億８００万ほど少ないという予算付けがしてあるわけなんですよ

ね。まあ入院ということがなくなったということは去年の５月から分かりますけど

も、１億も診療収入が少ないとはいかがなことか、お客さんが減ったのかというこ
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とと、もう一つはあの田中医師が昨年の４月に来られて大山診療所に着任されまし

た。で、その時に、まあそれと同時に入院はなくすよということでございましたけ

ども、その代わりに２階を、施設を利用したリハビリとか、健康づくりの何かをす

ると、町民に対してということでしたけども、ほぼ１年経ちますけれども、何ら計

画が出ていない。もう特に大山地区、これまで利用された人はどうしてるんだか、

という声をたくさん聞きます。あるいは合併前、今から５年、６年前だったでしょ

うかね、５億、６億掛けまして、ちょっと詳しくは覚えていませんけれど、５億、

６億掛けて立派な診療所を建てたわけでございます。まあ医師の都合で岡田医師か

ら田中医師に代わられましたけれど、その活用がされていない。どういう計画を町

としては、あるいは医師としてはどのような計画を持っておられるか、ご返答願い

たいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  町長。 

○町長（山口隆之君）  それでは私の方から少し答弁をさせていただきます。この

診療報酬、今年度の予算１億減というのは、当初予算の比較でございますので、し

たがいまして入院、一般の入院と療養型と１９床あったわけでありますけども、そ

れを１年間見込んでおったのが昨年度の予算でございます。で、今年度は最初から

それが見込めませんからそういった意味で５月から、６月からの入院はないわけで

ありますけれども、そういった意味の変更じゃなく、当初の比較にすればこうなる

ということですから、全体の診療報酬としてはそんなに大きな減少というのは見込

んではおりませんので、そのことは当初、当初の比較はご理解いただきたいという

ふうに思っております。 

それから２階の活用ということであります。わたしの方としても、田中医師をお

迎えするときに、田中医師、本当にわたしども困っておったところであります。ひ

ょっとすると診療所本当に閉鎖をするか、あるいは正直申し上げて名和の診療所、

大山口の診療所の先生方にもお願いをして、大山口や名和も１日ずつ止めてでもそ

の部分を大山で診療してもらうようにして、日替わりにしてでも、何とか３日でも

４日でも診療対応して行くような方法も考えなくちゃいけないんではないかという

ところまで実は考えておりました。それこそいい大学だろうが病院だろうが、いろ

んなところに手を尽くしました。しかし今のような社会情勢の中で入院まで合わせ

てみてやるという先生はいらっしゃいませんでしたし、ましてや外来だけでも来て

やるという人のなかなかなかったのが現実でありまして、その中で今の田中先生 

が本当に手を差し延べていただいたということでございまして、で、その先生の思

いの中で、まあ外来だけはわたしも地域のために頑張りたい。そしてその単に病院

の人が外来で来られるだけではなくて、予防医学、こういったものの中で、あの２

階を活用しながら、そういった取り組みにも繋げていきたい、生活習慣外来、こう
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いったものもやっていきたい、そういった計画なり思いをお聞かせいただきました。

で、それに向けて先生も今準備をしておられるというふうに思っておりますけれど

も、ただこれは一人ではできることではありませんし、やはり町としての連携をし

ていかなければできないことだろうというふうに思っております。 

まずは、診療なり地域に慣れていただくということも非常に重要なことだろうと

いうふうに思っておりまして、今そういったことで取り組みをずっとしていただい

ておりますが、また先生の思いも当然計画の中にあるだろうというふうに思っとり

ますし、またそういった思いを一緒になって実現できるようにしていくなかで２階

の活用というものもまた時期も見えてくるんだろうというふうに思っておりまして、 

今そういったようなことで進めておる状況であるということをご理解をいただけれ

ばなというふうに思っております。 

○議員（１１番 諸遊壌司君）  了解。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第３６号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２６ 議案第３７号 

○議長（鹿島 功君）  日程第２６、議案第３７号 平成２１年度大山町後期高齢者

医療特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑はありません

か。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第３７号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２７ 議案第３８号 

○議長（鹿島 功君）  日程第２７、議案第３８号 平成２１年度大山町老人保健特

別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑はありません

か。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、議案第３８号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２８ 議案第３９号 

○議長（鹿島 功君）  日程第２８、議案第３９号 平成２１年度大山町介護保険特

別会計予算を議題にします。これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行
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います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 質疑なしと認め、これで議案第３９号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

       日程第２９ 議案第４０号 

○議長（鹿島 功君）  日程第２９、議案第４０号 平成２１年度大山町介護保険事

業特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑はありません

か。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 質疑なしと認め、これで議案第４０号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第３０ 議案第４１号 

○議長（鹿島 功君）  日程第３０、議案第４１号 平成２１年度大山町農業集落排

水事業特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑はありません

か。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 質疑なしと認め、これで議案第４１号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

       日程第３１ 議案第４２号 

○議長（鹿島 功君）  日程第３１、 議案第４２号 平成２１年度大山町公共下水

道事業特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑ありませんか。 

○議員（２番 西尾寿博君）  議長、２番。 

○議長（鹿島 功君）  ２番 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君）  昨日もですね、補正の分でここのところ質問させて

いただきました。今年度予算を見ますと実績が減ったということみたいですが、本

年度は大幅減と６０３万円予算計上、まあ増えたにこしたわけがありませんし、ま

あとりあえずこの辺で頑張る、できたらできたなりの数字を上げようかなというよ

うなことなのかというふうに考えてもみます。前回の目標が８０件で、昨年ですが、

２，４００万円計上、やるぞという意気込みを見せまして、結果として５６件、２

４件できなかったわけですけども、これみますとまだまだまあ全部合わせますと、

わたし農業集落排水の方もしたかったんですけども、まあ同じようなものですから、

同じように考えていただければありがたいと思いまして、この最後の公共の方に質
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問させていただきます。この目標でいきますと、もう２０件というようなことが目

標だというふうに見受けられますが、前回昨日の質問では、だんだんだんだん、年

数が経つと上がっていくんだからというようなことでしたけれど、実は旧中山でも

ですね、まあ中山は古いわけですから接続率も高いわけです。しかしながらやっぱ

りその当時としては、早めに接続せないかんという努力目標をたって、一生懸命取

り組んだ結果がですね１０年掛かったと。あるいは８年掛かったというようなこと

でそれでもなかなか低いところもあります。 

ところがこれみますと、はなからハードルを低くしてこの程度でやるというよう

なことに見受けられます。例えばやり方を変えるとかですね、早めに付けるという

ような努力をされて、昨年８０件が５６件だったけども、まあ６０件くらいを目標

にしようかとか、そのようなことがあればまあまあかなと思いましたけども、はな

っから２０件の目標、というような感じがいたします。 

それともう一点は、下水道実は読んでいまして、一般会計の方にですね、収入の

方で使用料ということで８ページですが、ひかりが丘のコミュニティープラントと

いうのがあります。これ７７件ありまして３２５万６，０００円の収入見込みとい

うことなんですが、これには実は接続としては入っておりません。以前にこの問題

は本管に接続したいと、何故ならば件数が少ないんで、高くなるということを聞い

ております。これ書いてないわけですけども、そのようなことを考えながらどのよ

うな考えでやっておられるかなと、数字は目標ですから、結果としてこれ以上にな

ることもありますし、実は下がることもあるかもしれませんけども、考え方として

はやっぱり努力するという観点ではね、もう少しやるよという意欲を見せていただ

かないとこれ２０件でいきますと、はなから１５年ぐらい掛かりますよというよう

なことしか見えません。農業集落のこともひっくるめて、同じようなことだと思い

ますので、先ほど言いましたひかりが丘の分も合わせてお願いしたいと思います。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君）  ただいまのご質問にお答えしたいというふうに思いま

す。新年度の公共下水道、加入件数が２０件ではないかと、意欲が足りないのでは

ないかということでございました。これにお答えしたいというふうに思います。昨

年５６件の加入が、８０件の目標に５６件の加入がありまして、新年度の予算を組

みます時にこの加入状況の推移を見ながら、新年度の推計をたてたわけであります

が、昨年度の加入状況をみますと４月から９月までの前半期、これに５０件の加入

がございました。１０月から現在までの加入が６件という非常に経済状況をもろに

受けたような結果になっておりまして、確かに加入の努力は充分に出す、今後もし

ていくという考えは変わりはございませんけれど、現実問題に大変にかけ離れた数

字、加入金を当初予算に上げるというのはいかがなものかなというふうに考えてお
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りまして、この推移でいきますと２０件のクリアが難しい状況に、経済状況にある

のではないかなというふうに考えております。ただ努力は今後もしていくという所

存でおりますので、その辺ご理解をいただけたらというふうに思います。よろしく

お願い申し上げます。 

 それから２点目に、ひかりが丘、どうするのかということでございまして、昨年

以来、ひかりが丘のところ本管がすぐ処理場のところまで、下水道、公共下水道の

本管が来てまいっておりまして、これをつないで処理費の負担軽減を図りたいとい

うことで、補助ほ場を管轄いたしております鳥取県、厚生省の方と協議をずっと続

けてきておるわけですけども、今現在まだ補助金、つないでしまいますと補助金返

還、それから起債の繰り上げ償還という問題が発生をするということ、それから繰

り上げ償還をしてもいいというような法整備がですね、もう少しすればできそうだ

という県の方からの回答をいただいておりまして、これの回答待ちをしておる状態

でございますので、実際に繰り上げ償還をして接合ができるような状況になりまし

たらですね、その辺の損失と言いますか、特質、プラスマイナスの状況をよく勘案

しながら、首脳部の方、トップの方と、町長の方と協議をしながら、接続時期につ

いては考えていきたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いを申し上げ

ます。 

○議員（２番 西尾寿博君）  議長、２番。 

○議長（鹿島 功君）  ２番 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君）  事情は分かりましたけども、まあ努力ということは

ですね、皆さんよく言われます。努力します、頑張ります。その中にですね、努力

の裏付け、もともとこの公共下水というのは、衛生面であるとか、河川の汚れがな

くなる、臭いもしないしね、皆さんが待ち望んだ施設だと思います。国も補助金を

出し県も出し、町も相当な金を注ぎ込んでおります。これをアピールしながらです

ね、やっぱりやってもらわんと接続がないから金がかさんでいくんじゃなくて、や

っぱり接続したらよくなるよと、このようないいことがあるよ。わたし近隣、米子

市ですけども、そこにあります施設を持っております。実は下水がつながっており

ません。結構、町中であってもつながってません。実は、もう予算がないとか、金

が掛かりすぎだとかいろんな条件があるんですけれど、車を止めないけん、道をス

トップせないけん、いろいろ条件があるんですけれど、取りあえず遅れとるってい

うわけですね。その点、もう大山町は早いスタートから始まって、よくやっている、

わたし思います。もうちょっとね、これはいいと、絶対付けたらいいんだよという

ようなことをアピールするような手だて、あるいは一括で払ったり、積立をしなが

ら払ったという旧町いろいろありますけども、その分割とかのいろんなことを考え

られませんか。もうちょっとやり方を具体的に話していただきたいなと思いますけ
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ど。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君）  具体的に努力を述べよということでございます。ここ

でいろんな方法が考えられるというふうに思っておりまして、昨年は町報によるＰ

Ｒ、これを加入状況をみながらやってきたという経過がございます。さらに、今年

度、新年度ですね、どういうふうな方法がいいのかっていうのは、加入状況をみな

がら、部落で説明会、住民説明会でもするとかというようなことは、加入状況を見

ながら検討していきたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いをしたい

というふうに思います。 

 それから分割でどうかということでございます。まあ公共下水道つないでいただ

くというのは、その加入金確かに３０万現在のところ一般家庭からいただくわけで

す。ただその３０万を分割にしたから、加入促進がはかれるのかというのは、ちょ

っとわたし疑問に思っておりまして、と言いますのが、その家屋の改造費用という

のは、加入金どころではないわけでして、これの負担に耐えられん家庭の方が多い 

のではないかというふうに思っています。で、分割にして無理やり入っていただい

て滞納が発生するという恐れも充分に考えられる事態でございますので、その辺を

勘案しながらそれはまた検討、というので言い方が誠に先に責任をもっていくよう

な形になりますが、なるだけ一括で今まで払っていただいたように、一括で払って

いただいてつないでいくというのがまあ一番最良の形であろうというふうに思って

いますので、そのような努力を続けていきたいというふうに考えておりますので、

ご理解をよろしくお願い申し上げます。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長、２０番。 

○議長（鹿島 功君）  ２０番 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  ページ数６ページです。ここに、日本水道協会

負担金と出てまして、日本水道協会というものが出てきます。私は以前、名和町時

代から不思議に思っておったんですけれども、これは町長、なけにゃあならん団体

ですかいね。わたしはいらんのじゃないかと思います。これらが圧力をかけて市町

村が行う水道事業にまでですね、入ってくる、こういう経過があってるようですが、

これはどんな団体ですか。地方自治の原点からいってもですね、このようなものが

あることはいかんと思いますよ。負の遺産ではないかと思うんですね。日吉津村が、

いつだったかテレビで報道されたことがありましたね、何かの施設を建設省の補助

金と厚生省の補助金と作って下水道事業をやったというふうなありました。これ行

政、国の負の遺産ではないかと思いますが、町長はこの水道協会なんていうのは、

どんなものと認識しておられますか。 

○議長（鹿島 功君）  町長。 
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○町長（山口隆之君）  議長。西山議員さんの質問に答弁いたしますが、日本下水

道協会でございますね、この項目でいきますとね。まあいずれにしても、その下水

道だろうが上水道だろうが、全国でいろんな協議会、こういった協議会組織はして

おるところであります。これについては、いろんな背景なり経過があるんだろうと

思っていますけれど、いずれにしても同じ課題を全県的な全国的な視野の中で一緒

に取り組んでいき、いろんな研鑽を積んでいくという意味でのメリットもあるんだ

というふうに思っておるところでありますから、こういった協会については、まあ

やはり入るのは任意なわけでありますけれども、やはりこういった協会に加入する

からには、そういった活動に対して、やはり加入するからには、メリット、利益が

あるようなそういった取り組みにつなげていくということが大事だろうというふう

に思っておりまして、一概にこういった団体を否定するということでもないんでは

ないかなというふうに思っておるところであります。この下水道についても、この

協会の中で下水道の予算を獲得をして、まだ復旧していないところにそれをしっか

りと予算が回るような取り組みをしていったり、あるいはまた老朽化してきている

下水道やいろんな施設、そういったものをまた対応していくときの制度を設けても

らったりとか、いろんなことをことまあ全体で取り組んでいくという活動もあるわ

けでございます。これはなかなか単町ではできないことでありますので、そういっ

たようなメリットもあったりいたしますので、まあ、おっしゃるような今までの中

での負の部分、あるいはこれからやはりそれを活用していく部分、両面があるんで

はないかなというふうに思っておるところであります。 

○議員（２０番 西山富三郎君）  議長、２０番。 

○議長（鹿島 功君）  ２０番 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君） 私も国の方に聞いてみようと思いますけどもね、

こういうことがあるから、私の考えは行政や財界や業者が癒着して残っておるので、

地方自治体が頭をなでられててですね、下水道事業が進む、水道管理が進んでると

いう現実があってきてるんじゃないかとわたしは思ってるんですよ。そこのあのね、

富長の、その時もいろいろとですね、同僚議員が問題にしたことがありますけども、

私も調べてみますから、もう少しどんな内容なのか調べてみてください。 

○議長（鹿島 功君）  町長。 

○町長（山口隆之君） 議長。再質問に答弁いたしますが、下水道協会であります、

下水道事業団とは違うんでありますけれども、まあこの協会についての、鳥取県の

支部もあるわけでありますので、主にどんな活動をしているのか、事務方の方とし

て把握している部分があると思いますので、担当課長の方が少しご説明申し上げま

す。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。水道課長。 
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○水道課長（舩田晴夫君）  ただいまのご質問に少し補足をさせていただけたらと

いうふうに思っております。日本下水道協会といいますのは、事業実施する段階で

の口入れというようなことではなくて、大きな業務、いろんな広範囲に亘って業務

をしていただいておりまして、例えば新人の行政職の職員の下水道に対する研修、

例えば下水道を始める際の認可をどういうふうにすればいいのかという研修、それ

から経営をどういうふうにしていくのかというような研修とかですね、それから設

置した施設、下水道経営に対して、古くなった場合に最新情報を流してどういう金

の掛からないような工法で改良もできますよとか、というような非常に有意義な研

修なり情報なりを流していただいておって、直接その先ほど町長が申し上げました

ように、日本下水道事業団とは全然別個な団体でございますので、そういう事業に

対する直接のどうこうという指導はございません。ですから研修で職員の資質を持

ち上げるというふうな方向で努力をしていただいておる、それから先ほど町長が申

し上げましたように、全国的な問題点等をとりまとめてそれに対する研修なり回答

なりをしていただくというふうな形で非常に有意義にわれわれも研修をさせていた

だいておると、いうふうに理解しておりますので、ご理解よろしくお願い申し上げ

ます。 

○議員（１６番 椎木 学君）  議長、１６番。 

○議長（鹿島 功君）  １６番 椎木 学君。 

○議員（１６番 椎木 学君）  接続率についてでございますけども、事業採択に

あたりまして、農集の場合は、申請事業であり、わたしの記憶では３年以内につな

ぎますから、事業を採択してくださいということで農集取り掛かった経緯がござい

ます。 

で、公共についても農集に準じた対応でお願いしたいということで旧大山では行

っておりましたけども、そういう意味で同義的に、法的拘束力は分かりかねますけ

れど、印を押して同義的に３年以内につなぐということを前提で事業採択した経緯

を記憶しておりますけども、この新しい名和地区の公共については、そういう同義

的あるいは法的接続について、何年以内につなぐというような事前の打ち合わせ等

ヒヤリング等はありませんでしたでしょうか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君）  公共下水道の場合は、国の定めます下水道法の中に供

用開始をしたら３年以内に接続をしなさいというふうに努力目標が掲げてございま

す。これはただそれに違反したからといって罰則規定があるわけではございません

けども、農集との違いを今言われましたけど、農集との大きな違いはですね、農業

集落排水の場合は、事業を始める段階で今議員が言われましたように加入の意志を

確認をして区域を設定する、それから公共下水道は、区域を住民の意志に関係なく、 
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下水道の区域を定めて事業をするという形になっておりまして、その辺でやっぱり

意識の違いといいますか、で、接続率の違いに多少現れておるのではないかなとい

うふうに理解しております。これで答弁になりましたでしょうか。 

○議員（１６番 椎木 学君）  議長、１６番。 

○議長（鹿島 功君）  １６番 椎木 学君。 

○議員（１６番 椎木 学君）  確かに旧大山でも農集と公共、一緒にやっており

ましたけれど、公共についても農集がこうであるから３年以内に同義的につないで

くださいというような住民説明の上で事業採択しているわけでございます。公共確

かに分かっていますけれど、ただそういう３年という同義的なことも公共について

地元の皆様に対して３年以内につないでくださいと、事業にかかりますからという

ような説明はなしに事業採択になっているのでしょうか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君）  事業認可を受けます段階で各集落を回って、「事業を始

めます。３年以内につないでください」という説明会を全集落で行っております。

以上でございます。 

○議員（１６番 椎木 学君）  了解。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 質疑なしと認め、これで議案第４２号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

       日程第３２ 議案第４３号 

○議長（鹿島 功君）  日程第３２、議案第４３号 平成２１年度大山町風力発電事

業特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 質疑なしと認め、これで議案第４３号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第３３ 議案第４４号 

○議長（鹿島 功君）  日程第３３、議案第４４号 平成２１年度大山町温泉事業特

別会計予算を議題にします。これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行

います。質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 質疑なしと認め、これで議案第４４号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第３４ 議案第４５号 
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○議長（鹿島 功君）  日程第３４、議案第４５号 平成２１年度大山町宅地造成事

業特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 質疑なしと認め、これで議案第４５号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第３５ 議案第４６号 

○議長（鹿島 功君）  日程第３５、議案第４６号 平成２１年度大山町情報通信事

業特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑はありません

か。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 質疑なしと認め、これで議案第４６号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第３６  議案第４７号 

○議長（鹿島 功君）  日程第３６、議案第４７号 平成２１年度大山町水道事業会

計予算を議題にします。これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行いま

す。質疑はありませんか。 

○議員（２番 西尾寿博君）  議長、２番。 

○議長（鹿島 功君）  ２番 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君）  たびたび水道課長に質問、何か申し訳ないなと思っ

てますけれど、よろしくお願いします。 

 まず、数字の確認をしたいと思います。まず１ページにあります営業外収益の中

に補助金という項目がございまして、一般質問の方でみますとたぶんこれ一般会計

からの繰入ではないかなと思っています。まあ間違いがなかったら、間違いでした

らあとでお願いいたしますが、一般会計の方では、１０２ページにですね、のって

おるものと同じではないかなと推測するわけですが、これには１億８７万３，００

０円というふうになっております。これでいきますと９８３万８，０００円ですか

ら、１００万ですね。１００万ぐらいざっと違うわけです。それがまず１点。 

 そしてこの事業、わたしも専門家でありませんので、貸借対照表というのはなか

なか見づらいわけですけども、めくっていただきまして、１５ページに昨年の、下

の方ですが、繰越欠損金年度末残高、累積赤字といってもおかしくない、まあ累積

赤字だと思います。当年度純損益８４０万、８４０万の赤字が増えたということで

す。そしてめくって１７ページ、今年は逆に６００万黒字になるぞという明るいニ

ュースといいますか、なっております。まずじゃあこの黒字になるよということは
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ですね、考えると８００何十万円の赤字から６００万円の黒字に移った１，４５０

万ぐらいのですね、差が儲かるというこの根拠、１点と、これで２つ目ですね。 

この８，４５０万という累積赤字は、４年前、合併した当初は、４，０００万く

らいだったとわたしは記憶しております。４年間で４，０００万増えたと思います。

この増えた内容も、まあこれも理由もして欲しいわけですし、実は繰入も１，００

０万ほどあるわけです。そうなるとこれ、なかなか水道会計大変だなとわたしは思

います。まあこれずっと懸念された話ですけれど、次の渡すわけですが、わたした

ちも選挙があります。次に渡すわけです。その中でそのような話しも、実は毎年１，

０００万増えるような中で、繰入もいれながらそれでもこうやってなるということ

は、もう相当大変なのかなと思いますし、その辺の話、３つお願いしたい。お願い

します。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいまのご質問に、充分なお答えができるかどうか、

ちょっと自信がございませんけど、まず第１点他会計負担金１，０２９万１，００

０円と繰入金の、一般会計からの繰入金が違うのでないかということでございまし

た。この１，０２９万１，０００円と申しますのは、これは町道の改良に伴います

水道管の移転補償費ということで、土木費の方から補償金という形で繰り出すにな

っております。その関係での違いではないのかなというふうに考えております。 

それからまあ６００万の赤字が出ておるということで、それがさらに新年度でプ

ラスになっておるがということでございまして、これはあの職員の数に大きな違い

が出ておりまして、昨年度までは水道会計で５人の職員の給料が出ておりました。

これが本年度、新年度はですね、３人の給料が支出になっておった、なっておると

いうことで、その辺の違いではないのかなというふうに考えておりますので、また

その辺詳しく、今のところ即答が誠にあやふやな答弁しかできませんが、そういう

ふうだというふうに理解しておりますので、ご了解いただけたらと思います。 

○議員（２番 西尾寿博君）  議長、２番。 

○議長（鹿島 功君）  ２番 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君）  課長、ちょっと勘違いされておるじゃないかなと思

いますけども、６００万の赤字じゃなくて８４０万の赤字で６００万の黒字という

こと、そういうに分かります。職員の減ということで、１，４００万変わるという

ことですね。それは分かりました。３点目に言ったのはですね、ということになる

とですね、赤字は減らないということなんですよね。 

 わたし３点目に聞いたのは、この赤字の解消をですね、逆にいうと、職員を減ら

した分で黒字に転化されておるんですけれど、事業内容的には赤字で推移するとい

うこと、まあ分かりました。その答えあとでいいですけれども、じゃあどうやって
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減らす、例えばやっぱり上げないけんという話しもあるわけですよね。そうなると

まあ言ってました。名和地区を、基準にするというような話でね、それと今の大山

の、４になりましたかね、水系をやるというような話ですが、これを実は、具体的

にね、どの辺まで考えておられるかなということを聞きます。それで終わりにした

いなと思います。 

○水道課長（舩田晴夫君）  議長、水道課長。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君）  誠につたない答弁しかできませんで、申し訳ございま

せん。その辺の給水原価の話から始めなきゃいけないというふうに思うんですが、

給水原価、平成１９年度１６５円１立米当り掛かっておりまして、これ平成２０年

度まだ決算ができておりませんけれど、ほぼ似たような金額であろうというふうに

思っております。ただその条例に基づきます水道料金というのはそれをはるかに下

回っておりまして、しかも名和、中山、大山、それぞれに違いがあるということで、

これの是正をしていきながら、赤字の解消を少しずつでもやりたいというふうには

考えておりますけれど、ただそのこういう経済状況の中で、一気に引き上げるのが

いいかどうか、というのは、大変に住民生活に密着した部分でございますので、そ

の辺も含めて、新年度住民説明会をして、住民の皆様の理解を得ながら、少しずつ

でも料金統一という方向も含めて向かっていきたいというふうに考えておりますの

で、ご理解を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議員（８番 岩井美保子君）  議長、８番。 

○議長（鹿島 功君）  ８番 岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君）  すいません。１点だけ、大山の水というのを売っ

ていらっしゃいますね。どのくらい出ておりますでしょうか。 

○議長（鹿島 功君）  答弁。水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君）  ただいまのご質問にお答えをいたします。大山北壁の

水を昨年９，０００本作製をいたしました。約８，０００本、現時点で販売いたし

ております。以上でございます。 

○議長（鹿島 功君）  他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君） 質疑なしと認め、これで議案第４７号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

     日程第３７ 議案第４８号 

○議長（鹿島 功君）  日程第３７、議案第４８号 平成２１年度大山町索道事業会

計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般に行います。質疑はありません
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か。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり  〕 

○議長（鹿島 功君）  質疑なしと認め、これで議案第４８号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

      日程第３８ 特別委員会の設置及び付託 

○議長（鹿島 功君） お諮りします。ただいま質疑を行いました議案第１１号 大

山町開拓専用水道施設整備基金条例の制定についてから、議案第４８号  平成２１

年度大山町索道事業会計予算までの３６議案については、１９人の委員で構成する

平成２１年度予算等審査特別委員会を設置し、これに付託して 審査することにし

たいと思います。ご異議ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（鹿島 功君）  異議なしと認めます。従って、議案第１１号 大山町開拓

専用水道施設整備基金条例の制定についてから、議案第４８号  平成２１年度大山

町索道事業会計予算までの３６議案につきましては、１９人の委員で構成する平成

２１年度予算等審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いた

しました。 

お諮りします。ただいま設置されました平成２１年度予算等審査特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定により､全議員を指名したいと

思います｡ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（鹿島 功君）  異議なしと認めます。従って、平成２１年度予算等審査特

別委員会の委員は、議員全員を選任することに決定いたしました。 

委員長・副委員長の互選のため平成２１年度予算等審査特別委員会を開いてくだ

さい。 

ここで暫時休憩いたします。議員の皆さんは、議員控室に移動してください。 

午後１時５５分 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

午後２時 再開 

     日程程第３９ 特別委員会委員長及び副委員長の互選結果の報告 

○議長（鹿島 功君）  再開いたします。 

平成２１年度予算等審査特別委員会の委員長・副委員長の互選結果の報告をいた

します。 

 休憩中に開かれた平成２１年度予算等審査特別委員会におきまして委員長・副委

員長の互選が行われました。 

 その結果、委員長に、荒松廣志君。副委員長に、椎木学君がそれぞれ決定いたし
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ましたので報告いたします。 

────────────────・───・───────────────── 

散会報告 

○議長（鹿島 功君）  以上で、本日の日程は全部終了しました。 

次会は１１日に会議を開き一般質問を行いますので、定刻までに集合してくださ

い。本日は、これで散会いたします。ごくろうさんでした。  

────────────────・───・───────────────── 

午後２時１分 散会 

 


